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序

多賀城市の新総合計画は、 「史跡のまち多賀城」をキャッチフレ ー ズとして 、 「文化のかお

るうるおいのあるまち」づくりを基本目標に瞑いて展開されて来ている。 このことは、 本市が

もつ歴史的背漿を充分認識し、 理解して「まちづくり」に生かそうとする意義の表れである。

昭和54年 度以降継続的に実施している埋蔵文化財の発掘調査は、 本市の歴史を解明する上で

重要な意味をもっている。 特に、 奈良• 平安時代の陸奥国府として栄えた多賀城跡の周辺地域

は、 古代の都市構造を解明する上で大変黄重な遺構や退物を包蔵していると言える。
"とどの,.,, , .... ,.,, 

今年 度発掘調査を実施した市川橋遺跡地内に包含される大臣宮地区、 水入地区においては 、

平安時代の建物跡や溝跡とともに多械の遺物が発見された。 そのうちでも、 大臣宮地区の建物

跡や水入地区の木簡をはじめとする多種類の木製品は、 多賀城跡との関連を一層強めるもので

あり 、 多賀城跡南面地域の解明に一矢を投じるものと考えられる。

近年、 宅地造成等による開発に対する文化財の対応は、 緊急性を増して来ている。 そのため、

本市では専門職員の増員をはかるとともに、 総合的な調査、 研究 、 普及啓蒙活動の機能をもつ

施設 （多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー ）の検討を行なっている。

本報告書は、 58年度に実施した発掘調査の中で、 国庫補助事業として行なった市川橋遺跡の

調査成果をまとめたものである。 本書が、 古代多賀城を解明する一助になれば幸いである。

昭和59年3月

多賀城市教育委員会

教育長 玉 晶 誼



例 口

1 . 本書は 、 多賀城市教育委員会が、 昭和58年度の国庫補助事業として実施した「山王追跡他

発掘調査」の結果をとりまとめたものである。

2 .  調査区は、 「市川橋遺跡」に包含されている浮島字高平地内（通称「大臣宮」 地区）と高

崎字水入地内の2箇所であるため、 本報告に当っては地区ごとにまとめて報告している。

なお、 遺跡の略号については前者を I B-OM 、 後者を I B-M I として記録している。

3. 本書の作製についての作業分担は次のとおりである。

大 臣 宮 地 区

本文執箪 高倉敏明 … I 、 Il 、 ill 1 、 IV

千葉孝弥 … 皿2· 3

相沢消利 … ill 3 (石器）

追構 ・造物トレ ー ス•••千葉孝弥、 相沢清利

遺物実測……千葉孝弥、 相沢清利 、 我妻悦子

遺物写真•…••高倉敏明 、 石本 敬、 相沢清利

遺構写真••••••高倉敏明 、 千葉孝弥

図面整理… …千葉孝弥

水 入 地 区

為倉敏明 … I

滝口 卓…Il 、 ill 2· 3 (4) (5) 、 N

石本 敬…ill 1 · 3  (1) - (3) 

石本 敬、 滝口裕子、 我妻悦子

滝口裕子、 我妻悦子 、 阿部秀一

高倉敏明 、 石本 敬

滝口 卓、 石本 敬

滝口 卓

遺物整理（復元・拓影） …滝口裕子 、 我妻悦子 、 阿部秀一 、 柏倉霜代 、 須藤美智子 、 熊谷純

子、 黒田啓子

編 集 … ••高倉敏明 、 石本 敬

4. 大臣宮地区の実測図中の基準線は 、 多賀城跡の基準線と同方位を示す 。 また、 数値につい

ては多賀城政庁跡中軸線からの距離を示す。 水入地区の実測基準線は 、 国家座標の方位をと

っている。

5. 調査及び追物の整理においては 、 次の方々から指導 、 助言を受けた。

村山斌夫、 岡村道雄、 吉沢幹夫 、 佐藤和彦 、 佐々木常人（東北歴史資料館）進藤秋薙、 白

鳥良一、 高野芳宏 、 古川雅清、 後藤秀一、 佐藤則之（宮城県多賀城跡調査研究所）鎌田俊昭

（多賀城市文化財保護委員）



6 . 両地区の調査体制は次のとおりである 。

（大臣宮地区） （水入地区）

(1) 遺跡所在地：多賀城市浮島字高平1番地外 (1) 多賀城市高崎字水入41番地外

(2) 調 査 体 制：昭和58年10月3日 -10月29日 (2)昭和59年1月9 日 - 2月20日

(3) 調査主体者：多賀城市教育委員会 教育長 玉渦 誼

(4) 調査担当者：多賀城市教育委員会社会教育課文化財保護係

社会教育課長 柳原 邦男

文化財保護係長 菊池 光信

技 師 高倉 敏明

滝口 卓

嘱 託 石本 敬

千葉 孝弥 (9. 20採用）

相沢 清利 （ � ） 

(5) 調査協力者：多賀城跡調査研究所、 東北歴史資料館 、 多賀城市中央公民館 、 菊池三夫、

蜂谷器生 、 佐藤栄夫、 加藤 基、 蜂谷 栄、 佐藤みつ子、 鈴木たつ江

(6) 調査参加者

大臣宮地区 佐藤 淳、 鈴木勝彦、 宮崎隆史 、 井口祐二、 田村ゆかり 、 高橋綾子、 鈴木

水 入 地区

和子、 遠藤忠明 、 大槻尚子 、 榊原浩子、 笹平克子、 桜井 乾、 鈴木雅文、

高橋義明 、 佐藤敏幸 、 西村博幸 、 若生久美、 大津典子（東北学院大学考古

学研究部）鈴木哲子、 後藤はつみ 、 赤間かつ子、 阿部美智子

阿部秀一、 佐々木四郎 、 佐藤東三 、 伊藤藤吉、 小川舛雄、 志賀 孝、 佐

藤三夫、 阿部米子 、 阿部美智子、 阿部久子、 赤間かつ子、 阿部敏子、 早坂

ゑみ子、 小野玉乃 、 熊谷きみ江
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市川橋遺跡周辺の考古学的環境

市川橋遺跡は、 多賀城市の中央部からやや西側を南北に走る砂押川によって形成された自然

堤防上に立地している。 遺跡の北側には、 特別史跡多賀城跡が低湿地から丘陵上にかけて所在

しており 、 東側の高崎丘陵上には、 多賀城の附属寺院である多賀城廃寺跡が立地している。 そ

して 、 廃寺跡を取り巻くように高崎遺跡が広く丘陵部を占地しており 、 同丘陵西端部分には高

崎（丸山囲）古墳群が所在している。

さらに西方に広がる沖積平地上には、 東西に長広く形成された自然堤防上に山王遺跡、 七北

田川の東岸に接して南北に広がり をもつ新田遺跡が、 広範囲に立地しており 、 この両遺跡は市

川橋遺跡や高崎遺跡とともに、 古代多賀城を取り巻く大規模な遺跡群を構成している。 その中

でも、 多賀城跡の西から南に隣接している本遺跡は、 極めて重要な部分に位置している。

これまで、 多賀城跡の周辺遺跡の調査が進んで来ており、 部分的ではあるが、 少しづつ内容

が明らかにされて来ている。 本市の西端部に位四する新田遺跡と山王～南宮地区を包含してい

る山王遺跡からは、 古墳時代前期～江戸時代末期に及ぶ遺構が発見されている 。 その中でも 、

特に注目されるものは、 昭和57年度から調査を実施している山王字南寿福寺地内で発見された

中世の環濠遺構である。 幅約3m 、 深さ約 1.5mの二重堀をめぐらした内側から、 掘立柱建物

跡や井戸跡が発見され、 多恩の中世陶器などが出土しており 、 今後多賀城の中世を究明する上
(1) 

で貴重な資料となるものと思われる。 また、 山王字西町浦地区では古墳時代の土横墓群や石製
(2) 

模造品が多凪に出土し、 大規模な古墳時代の集落が存在していたことが推察されている。

一方、 市川橋遠跡東側の高 平遺跡からは、 古代の建物跡や竪穴式住居跡などが発見されてい

る。 また、 高 崎の中央公園建設地内の丘陵部からは合口甕棺が出土し、 さらに、 南方の旧表地

区の市営住宅建設に伴う事前調査でも、 甕棺が 1 基出土している。

昭和57年5月に東田中地区の志引遺跡で、 道路の断面から旧石器が発見され、 今年度に実施

した発掘調査の結果 、 後期旧石器時代の下層から前期旧石器に属する石器が多批に出土し、 海
(3) 

岸部ではじめての発見として話題を呼んでいる。

市川橋遠跡においても、 数ヶ所で発掘調査が実施されている。 今回調査を実施した地点から、

西方約80m離れた水入地区の水田部や城南小 学校西側農道の下水道管埋設工事に伴う発掘調査

では、 水田下約40cmに遺物包含層が認められ、 多品の須恵器や土師器が出土している。 そして、

その下面から建物跡、 井戸跡、 溝跡などの遺構が発見されている。 また 、 多賀城の南辺築地に

近接する市川字館前地区の水田部からは、 掘立柱建物跡、 一本柱列 、 井戸跡、 大溝跡、 道路状

ー



遺構が発見され、 多旦の土器類や瓦とともに背磁、 白磁、 緑釉、 灰釉陶器、 硯、 木簡、 皇朝十
(4) 

二銭（富需神賓）などが出土している。 さらに 、 多賀城跡外郭築地の外側に位貯する館前地区

の小高い台地上から桁行7間 、 梁行4間の四面廂をもつ建物跡を中心とする掘立柱建物跡6棟
(5) 

が発見され、 多賀城跡に関連する官街プロックと考えられている。

以上のことからも、 市川橋遺跡は多賀城跡を取り巻く大規模な遺跡群の中でも、 特に多賀城

跡との関係を想起させる内容をもっており 、 多賀城跡の前面に所在する位置的な環境とともに

陸奥国の国府として栄えた古代の多賀城を解明する上で重要な位置を構成して いる。

表1 遺跡地名表

遠跡番号 遺 跡 名 所 在 地 立 地 種 別 時 代
1 新 田 遺 跡 新 田 自然堤防 集 落 跡 古墳•奈良• 平安
2 安楽寺 遺 跡 新 田 ,,. 寺 院 跡 古 代 ・ 中 世
3 山 王 遺 跡 山 王 南 宮 ，，， 集 落 跡 古墳•奈良•平安
4 大 日北 遺 跡 高 橋 字 大日北 ，，， 散 布 地 奈良 • 平安
5 特別史跡多賀城跡 市 川 浮 島 丘 陵 国 府 跡 � 

6 西 沢 遺 跡 市 川 浮 島 4 散 布 地 ，，， 

7 法性院造跡 :（子m 島 丘陵中腹 散布地・寺院跡 q 

8 館 前 遺 跡 浮 品 分離丘陵 官術 ・ 館 跡 平安 • 中 世
， 市川 橋 遺 跡 市 川 沖積平野 集 落 跡 奈良 • 平安

10 高 平 遺 跡 浮島・高崎 1 丁目 ‘’ ，，， ‘‘ 
11 高 崎 遺 跡 高崎1·2丁目、留ヶ谷1丁目 丘 陵 寺院梼・館跡・集器梼 奈良•平安・南北朝
12 特別史跡多賀城廃寺跡 高崎 1丁目. 2丁目 I,, 寺 院 跡 奈良 • 平安
13 高 崎 古 墳群 高 崎 2 丁 目 丘 陵 麓 高塚古墳（円） 古 墳
14 束田中窪前遺跡 東 田中 1 丁目 ，，， 散布地・館跡 中 世
15 志 弓I 遺 跡 東 田中 2 丁 目 丘 陵 ,., 奈良•平安•鎌倉
16 稲荷殿古 墳 中 央 3 丁 目 丘 陵（麓） 高塚古墳（円） 古 墳（後）
17 桜 井 館 跡 中 央 1 丁 目 丘 陵 館 跡 鎌 倉

18 高 原 遺 跡 浮島 字 高原1 0 5 Q 散 布 地 奈良 • 平安
19 小 沢原遠跡 浮 島 3 丁 目 � ，，， � 

20 野 田 遺 跡 留 ケ 谷 I,, 散布地・館跡 奈良• 平安•中世
21 矢作 ヶ 館 跡 留 ヶ 谷 2 丁 目 ，，， 11 奈良•平安・鎌倉
22 八 幡 館 跡 八 幡 2 丁 目 -1- ；, 奈良•平安• 中世
23 八 幡沖遺 跡 八幡• 宮内1丁目 平 地 散 布 地 奈良 • 平安
24 東 原 遺 跡 栄 3 丁 目 砂 堆 ‘’ // 
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大臣宮地区発掘調査報告

I 調査に至る経緯
多賀城跡周辺遺跡の遺構確認調査は 、 昭和55年以来継続事業として実施して来ている。 特に

近年、 市の西部地域に当る山王、 南宮、 新田地区において宅地造成が急増しており、 遺跡内で

の大規模な開発行為による発掘調査が年間を通して実施されている状況である。

当該地における調査の経緯は 、 昭和5 6年に遡る。 その当時は 、 開発についての具体的な図面

などはなかったが、 昭和54年に多賀城跡の城外に位屈する浮島字館前地区の台地上部の発掘調

査により 、 古代の掘立柱建物群が発見され、 この ことから、 多賀城跡の南面に位慨する微高地

上には 、 多賀城に関連する遺構が存在している可能性が極めて高いことが考えられていた。 当

然のことながら、 周辺の水田部より約1 - 1.5mの比高差をもつ当地も、 館前地区に類するも

のとして促えていたのである。 しかしながら、 通称 「大臣宮」と呼ばれていた当地は 、 一段高

い台地形を呈する面 積が極めて狭く、 北側は東北本線の路線敷となり、 西側は市川 から高崎へ

通じる市道敷となって 、 相当大きく形状が崩されていることは明らかであった。 この台地上に

は 、 かつて石の祠が祭られていたと言われ、 現在は浮島神社に合祠されて 「大臣宮」と刻まれ

た石柱が建てられているだけであった。 この大臣宮地区について、 近い将来に開発されること

が予想され、 遺構の存在を確認する目的で、 昭和56年7 月に台地周辺部分の平坦面の試掘調査

を実施した。 その結果 、 周辺平坦部分は地山面まで削平を受けており 、 その上に砂質土が厚く

堆 積し、 旧表土はもちろん遠 構、 遺物は全く確認できなかった。

昭和58年2月7 日 、 開発行為に係る事前協議願書が都市計画課へ提出され、 同14日に市教育

委員会に照会があったので 、 本件申請について検討を行なった。 その結果 、 開発区域の中に大

臣宮が祭られている小高い台地の部分も含まれているため、 その部分の発掘調査について申請

者と協議を行ない、 その話し合いに基づいて今回の調査を実施したものである。

II 調査方法と経過
今回の発掘調査は 、 大臣宮が祭られている小高い台地部分を中 心に実施した。 この丘の形状

は 、 表面観察でも東北本線が走る北側から西側、 そして 、 南側にかけて相当削平を受けている

ことが明らかであり、 台地上面平坦部も削られていることが予想されたため、 遺構の存在が危

4
 



s
 

図謡母図某訴 図Z蛍

’ ’ 

ユ



I a I り/ Cl I < I < I a:i I u 。
ー

凶
,．
l'

 

ll
 

凶
U

ー

さ

ー
！
ー
ロ
ー．
l
iー

" -
& --
� 

言—--

0 
--·... 

0 
’ ’ •  — 
� 一
co

l

さ
l

-===王

凶
M

図定
•
四

＿

ひ及図形也a
 

査綱図
ー
3第 }l

ul
 

6
 



s

 
z
 

11 ill JV 柱穴埋土 lV
 

攪乱 柱六埋土 m u w"
 

攪乱
： ・ I '
柱穴埋土（新）

. D DI 
柱穴埋土（古）

南北セクション図

w 

mm- IV
 

攪乱
攪乱小ピ., 卜

I U Ill IV 

E
 

東西セクション図

゜ 3m 

土層観察表

層位 土 色 土 性 ヽ そ の 他
I 暗褐色土（表土） 砂質 、 粘性及びしまりなし 、 根の混入が著るしい。

II 茶 褐 色 土 ，，， ,, 若干の黄褐色土プロック 、礫を混入する。

11' 黄茶 褐 色土 � 粘性はないがややしまりをもつ。 黄色粒子を含む。
皿 明 褐 色 土 ,, ，，， しまりをもつ。茶褐色土をまだらに含む。

皿
’ 暗 褐 色 土 ,., ，，， lll 層に比ぺてやや柔質 。

N 黄褐色土（整地層） 粘土質 、 粘性及びしまりをもつ。 粘性のつよい灰褐色土をまだらに含むc

第4図 調査区セクション図
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ぶ ま れていた。 そこで、 今回の調査は、 上面平坦部及 び傾斜面における遺構の検出を主目的と

して実施した。 調査方法としては、 開発区域全体の地形測筵を行ない、 碁準杭を設定 して中軸線

を決め 、 3 m 方眼の グ リ ッ ト を設定して調査区の全面調査 を 実施 し た。

調査は10月 3 日より開始した。 発掘調査区内の除草作業 を行ない、 地形測批、 基準杭の設定 、

グ リ ッ ト 杭打ちを行なう。 調査区は、 東西、 南北中軸線 により、 北東区から時計回 りに I -N 区

とした。 グ リ ッ ト 名 は、 中軸線中心点から各 々 外側 へ東西に01、 02、 03…、 南北にA 、 B 、 C 、

…、 と称した。 上段平場 Il 区から掘り込みを 開始する (10月 7 日 ） 。 I - 川 区の表土剥離、 遺

構の検出作業を行なう。 m 区の A -01-03グ リ ッ ト に かけて建物跡 柱穴を発見し、 I 区、 11 区

においても柱穴の確認作業を行なう。 皿区で整地層を認める。 柱穴は整地層を切っていること

を確認するとともに、 I 区でも柱穴を検出する (10 月 1 3日 ） 。 建物跡は 、 台地上面平場西側に

位謹する ことが予想され 、 東西、 南北セ ク シ ョ ンの実測 を行なってベ ル ト を除去する。 N区の

調査に入り柱穴を確認する。 この時点で、 建物跡は 2 棟以上存在していたことが予想された。

広い範囲に整地層を認め 、 柱穴掘り方の掘り込み を始める。 ま た、 径10-15 cm程 度の小ピ ッ ト

が広 く 分布しており、 ピッ ト内から赤焼き土器が出土し、 柱痕跡をもつピッ ト も検出される。

建物跡は南北 2 間 、 東西 3間以上の規模で あ る ことを確認しS 8 01と称する。 柱穴に 2 - 3回

の切り合い をもつ ことが判 明 し た (10月 18日） 。 S 801 柱穴の調査を行なう。 柱穴の重複関係の

再検討を行ない、 4 回の切り合い関係を確認する。 柱穴の埋土セ ク シ ョ ン 図 を作成しながら柱

穴の掘り込み 、 実測図の作成、 写真撮影を行なう。 さらに、 多賀城跡との関係を調べるため 、

多賀城南門跡の座標 を利用 して調査区碁準杭 ま で ト ラ バ ー ス 測鼠 を 行ない、 10月29 日 で調査を

終了した。

m 調査成果

1 . 調査区の地形と 甚本層位

ま ず、 調査区周辺部の地理的環境について述べると、 大臣宮の西方約 300m を南下する砂押

川によって形成された自然堤防上に立地する本遠跡は 、 川に沿って南北に広がる水田部分が遺

跡の主体を構成している。 海抜 2 -4m の間に立地する水田部は 、 北から南へ 、 西から東へ行

くに従って次第に低くなり、 浮島字矢中から現在城南小学校が所在する高平地区の沖積平地東

端部分は、 ス ク モ層が厚く堆 積する低湿地帯 と なっている。

大臣宮は、 多賀城跡南面に広がる水田部のやや北寄りに位置し、 海抜 3.4- 3. 6m の水田部

より約 1 - 1.5mの比高差をもつ平坦な台地状の高ま り を 有しており、 そ の台地の西側に、 さ
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ら に 1 - Z m の 高 さ を も つ小高い部分が位骰 し て い る 。 大臣宮が祭 ら れ て い る 小 甜 い 丘 の 最 も

高い部分で海抜 7 m を 計 り 、 水 田 部 と の比高差は約 3.Sm で あ る 。 こ の小高い丘の地形は不整

形 を 呈 し て お り 、 丘の周辺がか な り 崩 さ れ て い る 様相 を 示 し て い る 。 こ の こ と に つ い て は 、 地

権者 も 以 前は も っ と 高 く 、 広 い 小 山 の形 を 呈 し て い た が、 道路工事で削 ら れ 、 さ ら に 、 砂押川

の増水の際に土取 り が行 な わ れ た ため現在の部分 だ け が残 っ た 、 と 明 言 し て い る 。 こ の台地の

一部が、 市道敷西隅 に 僅 か に 認め ら れ る だ け で、 原形は全 く 不明 で あ る 。

次 に 、 調査区の基本層 位 に つ い て述 べ る 。 追構の検出 面 ま での層位は 、 基本的 に 3 層 に 分 け

ら れ る 。 し か し 、 全体的 に上面が削平を受 け て い る う え に 、 木 の 根等 に よ る 攪乱 が 著 し く 、

層 位 に 多 少 の み だ れ が生 じ てい る 。 第 1 層 は 、 表土で暗褐色の腐植土層 で あ る 。 第 2 層 は 、 茶

褐色の砂質土層で層中に少飛の小礫 を 混入 し て い る 。 第 3 層 は 、 明褐色の砂質土層 で し まり を

有 し て い る 。 こ の 層 の 下 か ら 、 粘性及 び し ま り を も つ黄褐色の整地層 が検出 さ れた 。 建物跡の

柱穴は 、 こ の 整地層 を掘 り 込んでつ く ら れ て い る 。

2 .  発見遺構と 出土遺物

今回の発掘調査 に よ っ て発見 さ れた遺構は 、 掘立柱建物跡 2 棟 と 小 ピ ッ ト 群で あ る。 し か し 、

台地は削平が著 し い ため遠構の保存状態 は 悪 く 、 建物跡 も 全体の規模を知 る も の は な い。 出土

遺物に つ い て も 、 土器類は ほ と ん どが小破片 で あ る ため、 図示で き る も の は 、 ご く 僅かであ る。

な お、 堆積土中 か ら 出土 し た 石 器 の 中 に 旧石器時代に属す る も の が数点認め ら れた 。

以 下 に 、 遠 構 と 遺 物 に つ い て 記述す る こ と に す る 。

S B O l 建物跡

S B  O 1 は 、 台地の西半部で検 出 さ れ た掘立柱建物跡で あ る 。 検 出 面 は 、 丘陵部のほぼ全域

で認め ら れた整地層 面 で あ る が、 削 平 を 受 け て 残存 し て い な い部分では地山で あ る ロ ー ム 層 及

び凝灰岩質の岩盤であ る 。

本建物跡 は A - C の三時期の重複が確認 さ れ て い る が、 柱穴がほぼ同位置で重複 し て い る た

め部分的 に し か把握で き な か っ た も の が多 く 、 柱穴の組み合 わ せ に つ い て は全体の蓋然性 か ら

推定 し た 。 建物の方向は保存の 良 い C 期 に つ い て み る と 、 多賀城政庁の 中 軸線 に 対 し 、 東妻柱

列 で北 が 3 度28分東 に 偏 し て お り 、 南側柱列で 西 が 6 度35分北へ偏 し て い る 。

以下古い）順 に そ の概要 を 記 し て い く 。

(1) S B O  1 A 

南北 2 間 、 東西 3 間以上の東西棟掘立柱建物跡 で あ る 。 後 述 す る S B O 1 B と の新旧関係は

わ ず か に 南側柱列の東妻か ら 2 間 目 と 3 間 目 の柱穴で確認す る こ と がで き た 。 柱位四を想定で

き る 柱穴が殆 ど な い の で建物の方向及び柱間 な どは 不 明 で あ る が、 柱間 に つ い て は C 期 の も の

，
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を 参 考 に す る と 3 m 前後 で あ っ た と 考 え ら れ

る 。 柱穴は 一辺約 1 . 3m 前後のほぼ方形で 、

壁 は ほ ぼ垂直に掘 り 込 ま れ て い る 。 埋土 は 黄

褐色土 と 暗褐色土 と が互層 を な し て い る も の

が 多 い。

出土遠物 と し て は、 柱穴埋土 か ら 須恵器杯、

土師器杯 ・ 甕 、 丸瓦 な どの破片が出土 し て い

る 。 い ずれ も 小片で特徴的 な 要 索 を 指摘 で き

A - - A ' 

l m 

I .  C柱穴抜穴
2 .  C柱穴埋土
3 .  C柱穴埋土
4 .  A柱穴埋土

第 6 図 柱穴セ ク シ ョ ン図

る も の は 少 な い が、 土 師 器 杯 に ば底部 を ヘ ラ ケ ズ リ し た も の や調整に際 し ロ ク ロ を 用 い て い な

い も の がみ ら れ る 。 ま た 、 石鏃 、 剥片各 1 点が出土 し て い る 。

(2) S B O 1 B 

南北 2 間 、 東西 3 間 以上の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 こ の時期の も の は 、 A � C 期 の 中 で

最 も 保存状況が悪 く 、 東妻棟通 り 下の柱穴 な ど は C 期の柱穴 B - - B '  

でほ と ん ど破壊 さ れ て お り 、 地 山 面 に残っ た わ ず か な く ぼみ

か ら そ の存 在 を 想 定 し て い る 。 建物の柱間や方向については 、

柱位醤 を 想定で き る 柱穴が な い た め 不明 で あ る が、 柱 間 に つ

い て は C期 の も の と 同様 に 3 m 前後 で あ っ た と 考 え ら れ る 。

柱穴の平面形は一様 では な く 、 埋土は黄褐色凝灰岩の小粒 を

含む褐色土 で あ る 。

出土遺物 と し て は 、 柱穴埋土 か ら 須恵器甕 、 赤焼 き 土器 、

丸瓦の小片が数点出土 し て い る 。

(3) S 8 O 1 C 

南北 3 間 、 東西 3 間以上の東西棟北廂付掘立柱建物跡で あ

る 。 建物の柱間 に つ い て は 、 柱痕跡や柱の 当 た り が残 っ て い

る も の か ら 柱位 躍 を 想 定 す る と 、 桁行が北側柱列 の東妻 よ り

1 間 目 が3 . 14m 、 北入側柱列で東 か ら 3 . 09m · 2 . 97m 、 南側

柱 列 で東 か ら 2 . 97m · 2 .98m · 2 . 84m で あ り 、 総長 に つ い て

は 不 明 で あ る 。 一方梁行柱間は東妻で北 か ら 2 . 45m (廂）

1 .  C柱穴柱痕跡
2 .  C柱穴抜穴
3 .  C柱穴埋土
4 .  A柱穴埋土

c -

1 .  C柱穴抜穴
2 .  C柱穴埋土
3 .  A柱穴埋土

゜

- c-

l m  

第 7 図 柱穴セ ク シ ョ ン図

3 . 08m · 3.23m で総長8 . 74m で あ る 。 柱穴の平面形は一様でな く 、 埋土は地山プロ ッ ク を 多 く

含 む 暗褐色、 な い し 暗灰色砂質土 で あ る 。 こ れ ら の柱穴の中 に は 柱 を 受 け る た め の 石 を 底 面 に

据 え て い る も の も あ る 。

な お 、 本 建物 に は 柱 抜 き 取 り 穴 が伴 っ て お り 、 そ れ は北側柱列の二つの柱穴 を 除 く 他のす
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べての柱穴で認められた。 抜き取りの方向及 び穴の形状などは一様でない。 南側 柱列で東妻か

ら 3 間目の柱穴抜き穴には灰白色火山灰の小プロ ッ クが混入していた。

出土遺物としては柱穴埋土から須恵器杯 ・ 短頸壺蓋 、 土師器杯、 赤焼き土器杯などの小片が

出土している 。 須恵器杯では、 底部に回転糸切り 痕のみられる ものがあ る 。 また抜き穴からは

須恵器杯 ・ 甕、 土師器杯 ・ 甕、 赤焼き土器杯• 高台杯 • 皿、 瓦 （第10図） などが出土している。

須恵器、 土師器、 赤焼き土器はいずれも小片で図示でき る ものはない。 瓦はすぺて 丸瓦の破片

で、 特徴的な要素を指摘できない。

S B 0 2建物跡

S 802は、 台地西端の整地層上で検出した南北に並ぶ二個の柱穴であ る 。 これと組み合•う 他

の柱穴は東側と南側では存在せず、 北側と西側では丘陵が大き く 削り 取られている ため不明で

S 700 ー

- S 705 

- S 710 
S710-

゜ 3 m  

第8図 S B 01A · B建物跡
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あ る。 ここでは、 一応前述の状況より 、 二個の柱穴を東妻 ま たは

東側 柱列の一部と考え、 建物跡としてとらえてお き たい。 両柱穴

で柱痕跡を確認している。 こ れより 柱間は2. 70m で あり 、 方向は

多賀城政庁の中軸線に対し北が 1 度39分束に偏している。 柱穴は

いずれも削平を受けているため平面形は明らかで ないがほぼ円形

とみられる。 柱径は柱痕跡より 25-30cmで ある。 埋土は、 地山粒

や炭化物を含む褐色土 で あ る。

S 8 01建物跡とは重複しているが、 相互の柱穴に直接の切り 合

D ー - D ' 

E-

゜ l m  

いがないため新旧関係は不明で ある。 遺物は、 出土していない。 第12図 柱穴セ ク シ ョ ン図

小 ピ ッ ト

丘陵部の全域にわたって分布している小穴である。 第 Il 層上で検出 し たものもあるが大部分

は第 ll] 層上で検出している。 東半部で検出したものの中には円形の柱痕跡を有するものが多く

見られたことから、 こ れらは建物あるいは柱列を 構成するものかとも考えられるが組み合わせ

は判然としない。 平面形は円形のものが大部分であるが方形のものもある。

ビッ ト 1 は平面形が方形を呈し、 深 さ 38cmを測るものである。 埋土から赤焼 き 土器皿 2 点が

重 な っ て出土している 。 そ れらはいずれ も ロ ク ロ 調 整 さ れており 、 底部には回転糸切り 痕 を残

している。 ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理な どの二 次調整は一切行なっていない。 酸化炎焼成されてお

り 、 浅黄橙色を呈している （第13図 1 • 2 )10 

他の小ビッ ト からも須恵器甕、 土師器杯 • 高台杯・甕、 赤焼 き 土器杯 • 台付皿 ・ 鉢な どが出

土しているが、 小片のため図示でき るものはな い。 赤焼 き 土器では台付皿の出土量が比較的多

い。

3 .  整地層及び堆積層の出土遺物

第 1 層 • 第 2 層・第 3 層 ・ 整地層 （第 4 層） から出土した遺物としては須恵器、 土師器、 赤

焼 き 土器、 陶磁器、 瓦、 石製品 、 石器、 古銭な どが あ る。 全体に出土屈は多 く な いが、 比較的

多く出土しているのは第 1 層 • 第 2 陪からで、 第 3 層 ・ 整地層からは少ない。 特に後者から出

土しているものは摩耗が著しく、 土師器と赤 焼 き 土器との識別が困難である。 以下、 各層から

出土している遺物について説明するが石器に関してはS B O 1 建物跡出土のものをも含めて一

括して述べることにする。

第 1 層 • 第 2 層から出土した遺物としては須恵器、 土師器、 赤焼 き 土 器、 陶磁器、 瓦、 石 製

品 、 石器、 古銭な どが あ る。 須恵器と土師器には杯・甕、 赤 焼 き 土器には杯 ・ 高台杯が あるが

図示で き るものは な い。 陶磁器はすべて近 ・ 現代に属するものである。 瓦には 丸瓦と平瓦とが

17 



あるがいずれも小片で特徴を指摘できるものではない。 石製品として は砥石が 1 点出土してい

る （第13図 3) 。 石材は凝灰質泥岩で色調は灰白色を呈する。 古銭は 、 寛永通宝2 点と近代の

銭貨が数点出土した。 第13図 4 は背面に 「元」字のある寛永通宝である。

第 3層から出土した遺物としては 、 土師器と赤焼き土器がある。 土師器には杯があり、 赤焼

き土器には 、 杯 • 高台杯がある。

第 4 層からも土器が数点出土しているが、 摩耗のため土師器か赤焼き土器か識別できない。

,,-::,-,·-::�C:, 苓玲ャ/•全が全苓,..,_.l.;-,
虎裟姦翠ぷ苓ヽ
足姿霊む：＇、＼怜
品鯰亨坦船£�,

二三三�

稿
製

界
し
函

辰
鷺

＿
4

 
，

 

ヽ
炉

p

3
 

□ 
0 5 m  

第13図 出土遺物

石 器

石器は 、 堆 積土及ぴ柱穴埋土よ り出土している。 図示したものの他に 、 若干の流紋岩製剥片

がある。 以下 、 器種ごとに分類して記述していく ことにする。

〈槍先形尖頭器〉

3点とも欠損品であり全体の器形が知れるものはないが、 ほぼ木葉形を呈していたもの と 思

われる。 第14図 l は 、 扁平な剥片を素材としている。 b 面に主要剥離面を残し、 同 面右縁辺を

除いて周辺加工が施され、 尖頭部 （基部とも考 えられる） を作り出している。 2 は 、 a 面に主

要剥離面を残した半 両 面加工の尖頭器基部である。 a 面にほとん ど二次加工が加えられないの

に対 し て 、 b 面は入念な押圧剥離に よる調整が認められる。 3 は 、 やや厚手の尖頭器基部で 、

上半は折れのため欠損している。 両 面とも大きめの剥離調整の後 、 さらに a 右側縁、 b 左側縁

に基部作り出しのための整形剥離が加 え られる。 また、 折れの後に （矢印の範囲） 微細な剥離

痕が認められる。
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〈石 鏃〉

2 点とも素材面を残 さ ない両面加工の凸状有茎石鏃である （ 第 14図 4 · 5 ) 。 比較的小形で、

入念な押圧剥離が丹念に加 え ら れている。

〈 ピエス ・ エ ス キ ー ユ（く さ び形石器） 〉

石材は 、 縞目の入っ た特徴的な黒耀石を使用 している （ 第14図6) 。 側縁の一端 ( b 面右）

に 原礫面を残し、 両面には両極剥離痕が認め ら れる。 上縁辺は 、 上方か ら の加撃によ り台形状

に変形している。 下縁辺には 、 細かい ッ プ レ痕が見 ら れ、 黒耀石特有の光沢は失なわれている。

これ ら の両極剥離痕と上下縁辺の特徴は 、 使用 による痕跡と理解 しておきたい。

〈二次加工のある石器 （ 箆状石器 ？）〉

やや分厚な感じのする箆状の石器である （第14図7) 。 b 面は 、 中央に主要剥離面を残 し 、

側縁に大き めの剥離を加える。 a 面は 、 全面に丁京な二次加工が施される。 a 、 b 両右側縁に

は 、 さ ら に袂りを入れるための整形がおこなわれる。 ま た、 火熱によるハ ジケも認め ら れる。

〈微細な剥離痕のある剥片〉

a 面の左縁辺、 右下縁辺に微細な剥離痕 が認め ら れる （ 第14図8 ) 。

出土 し た石器につ いてまとめると、 第 14図 1 - 3 は 、 槍先形尖頭器の尖頭部も し く は 、 基部

の破損品であると し た。 これら の石器の固有の形態、 製作技術は 、 概 し て 旧石器時代終末か ら

縄文時代初頭の特徴としてと ら え ら れている。 宮城県内では 、 新提上遺跡 E - ]l 層上部、 新田
(6) (7) 

B 遺跡肘折軽石層直下 、 馬場壇 A 遺跡 E - Il 層、 座散乱木遠跡D- 3区、 小梨沢遺跡肘折軽石
(8) 

層直下出土の石器群の中に類似する例が求め ら れる。 4 · 5 の尖頭部と基部の境が明確な有茎

石鏃は 、 東 日 本では 、 縄文時代前期終りごろか ら あ ら われ後期以降に盛行すると さ れている。

6 -8 は、 大きく縄文時代に属するものと位謹づけておきたい。

表 2 石器観察表

No. 器 種 地区名 石 質 素 材 大きさ （ 長 x 巾 x 厚） cm 重g 備 考
1 槍先形尖頭器 表 採 頁 岩 倒 片 ( l.6) X ( l . 5 ) X  0.2 0 .63 基先 部端破も 損し く は

2 槍先形尖頭器 A-01 頁 岩 剥 片 ( 2.4) X ( 2. l ) X  0 .6 2 . 93 尖頭部破損
3 槍先形尖頭器 S 8 01 頁 岩 不 明 ( 3.0) X 2. 7 X 1 . 2  2 . 94 尖頭部破損柱： 穴

4 石 鏃 A-02 珪化i疑灰岩 不 明 2.4 X 1.3 X 0.5 0 .62 完形品
5 石 鏃 柱S主 B 0穴1： 玉 ず い 不 明 ( l.9 ) X  1.2 X 0.5 0. 78 先端部破損
6 ビエス ・ エ ス キ ーユ 表 採 黒 耀 石 剥 片 3.0 X 1. 4 X 0.6 1.88 
7 一次加

ぁ
工

の る 石 沿 A-02 頁 岩 剥片 ？ ( 3. 5 )  X 2.6 X 1.4 12.5 2 破損
8 微細の

な
あ求るU雌剥

釈
片

S 8 01 頁 岩 剥 片 4. 3 X 3.6 X 0.8 13.44 柱 ブC



W 考 察

今回の大臣宮地区の発掘調査で発見された選構については、 多賀城跡の南面地域の遺 構を考

える上で、 極めて重要 な 要 索 を 内包している。 また、 石器についても志引遺跡につ ぐ 旧石器の

出土であり 、 これも貴重 な資料となる。

ここで 、 今回の調査によって 発見された建物跡の年代と性格について 、 考察 を 行 な うことに

する。

1 . 建物跡の変遷 と 年代につ い て

台地上面で検出した掘立柱建物跡の柱穴は、 合計12基である。 そのうちの 8 基は、 それぞれ

重複関係を有しており 、 「 コ 」の字形の配列 を 呈 している。 この S 8 01建物跡は、 残存する台

地中央部から西寄りに所在するため、 建物の西側は既に削平を受けており、 全体の形状や規模

等は不明である。 しかしながら、 残存する東妻柱と南側 柱列から梁行 2 間 、 桁行 3 間 以上の東

西棟であることが判明した。 柱穴は、 3回の切 り 合いが認められ、 最新の柱穴には不整楕円形

の抜き穴がつく。 この S 8 01北側柱列に並行して 2 基の柱穴が検出されたが、 この柱列につい

て は、 S 8 01建物跡の東妻柱列と柱筋が一致すること、 2 基の柱穴の問隔が北側柱の間隔とほ

ぼ等しい数値をもつことから、 新しい時期の廂を 構成する柱列として把 え て おきたい。 さらに、

削平を 受けた台地西端部の崖面に検出した 2 基の 柱穴については、 S 801建物跡とは組み合わ

な いもので、 おそら く 西方に延びる建物跡の柱穴と考えられ、 S 8 02とした。 S B 01と S 8 02 

は、 直接的 な 切 り合いを もっていないため、 両者の新1日関係は不明である。

S 801については、 前項で述ぺたとおり 、 A → B → C の 3期の変遷が確認された。 変遷の内

容については、 柱穴の規模、 形状、 埋土の状況 と 重複関 係 を 確実に把握できた南側柱列の東妻

から 2 間目と 3間目の柱穴から推察して組み合わせを行な っている。 A - C 期の柱穴について

みると、 A 期のものは、 3期の中で最も大きな規模 を 有 し、 一辺 1.2- 1 . 3mの略方形プラン

を呈するものが多い。 東妻柱南の柱穴は、 南側柱列に対してやや傾き をもついわゆる隅柱の様

相 を 呈している。 また、 この時期の柱穴埋土は、 黄褐色土と暗褐色土の互層とな る特徴をもっ

ている。 B 期のものは、 A期に比ぺて小形にな り 平面プラ ン も一様でない。 さらに、 柱穴の深

さも概して浅く な る特徴 を有している。 C 期 の も のは、 A · B 期の柱穴を切り込んでつくられ

ているため形状は明瞭に把握できたが、 B · C 期の埋土は、 地山である凝灰岩の粒やプロック

を 含む土が一 度に埋められているため、 検出には苦労した。 柱穴の規模は小形で長方形、 楕円

形を 呈するものが多い。 この時期の柱穴に抜き穴が付くことは、 前に述べた通りである。

このように、 A - C 期の柱穴については、 それ ぞれに規模や形状等に差異が認められる。 さ
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ら に 、 A期とC期 の 柱穴 に つ い て は ほぼ同位沢で切 り 合い を 有 し て い る の に 対 し 、 B 期の柱穴

は北側柱列柱穴が外側 に 大 き く は み 出 し て お り 、 梁行寸法がやや大 き く な っ た ことが想像 さ れ

る 。 以上の ことか ら 、 S B01建物跡は 、 ( A )  2 間 X 3 間以上→ ( B ) 一回 り 大 き 目 の 2 間 X

3 間以上→ ( C ) 北廂付の 3 間 X 3 間以上の建物へと変遷 し た も のと考 え ら れ る 。

さ て 、 こ の 3 期の 変遥 を も つ S B 01の造営年代で あ る が、 前述のとお り こ の台地は 、 削 平 が

著 し い た め柱穴自体の残 り も 決 し て 良 好 な 状態では な く 、 特 に B 期の柱穴は 、 埋土 が ご く 僅 か

し か遺存 し て い な い状況で あ っ た 。 こ の た め 、 遺物の出土屈も少砥であ り 、 遠物か ら の年代決

定は困難で あ る 。 柱穴内 か ら の 出土遺物は須恵器、 土師器、 赤焼 き 土 器、 瓦 な どで あ る が、 土

器類は い ず れ も 小片であ り 器形 を 復 元で き る も の は 出土 し て い な い 。 瓦 に つ い て は 、 堆積土出

土 の も の が 多 く 、 S B 01建物跡南側柱列東妻 か ら 2 問 目 の C期抜 き 穴 か ら 数点出土 し て い る が、

いずれ も 丸瓦の破損品 で あ る た め時期決定資料とは成 り 得 な い 。

そ こ で、 建物跡の 年 代 を 推定 す る た め C期 抜 き 穴埋土と小 ピ ッ ト 群に つ い て検 討 を加 え る こ

とに す る 。 S B 01建物C期柱穴には 、 不整楕円形 の 抜 き 穴が認め ら れ て い る が、 こ の埋土中 か

ら 灰 白 色火山灰が検出 さ れ て い る 。 こ の 抜 き 穴は 、 南側柱列西端部 の も の で暗褐色土の埋土 に

混入 し て プロ ッ ク 状 に 認 め ら れ た も の で あ る 。 灰白色火山灰は 、 多賀城跡や周辺地域の遠跡内
(9) 

では随所に認め ら れ て い る も ので、 降灰期が10世紀前半頃と考 え ら れ て い る 。

さ ら に 、 台地上面全体で検出 さ れ て い る 小 ピ ッ ト 群は 、 建物跡の検出面であ る 第 N層 （整地

層） の 上 面 に 堆積 し た第 m 層 か ら 掘 り 込 ま れて お り 、 明 ら か に建物跡 よ り 後出 の も ので あ る 。

ピ ッ ト 内 か ら は 、 赤焼 き 土器が多 く 出土 す る 特 徴 を 有 し て お り 、 ピ ッ ト 1 か ら 出土 し た赤焼 き

土器皿は 、 ロ ク ロ調整で底部に明瞭な 回転糸切 り 痕 を残す も の で、 多賀城跡や周辺遺跡では灰

白色火山灰降下以後 に 多 く 出現す る も の で あ る 。

以上の ことか ら 、 S B 01建物跡C 期 は 、 10世紀前半 を 下限とし て把 え ら れ る ことか ら 、 S B

01建物跡の上限 に つ い て は 、 お お むね 9 世紀代の年代 を 与 え る ことに異論は な いと考 え ら れる 。

2 .  遺構の性格 と 多賀城跡 と の関連 に つ い て

本調査の結果 、 台地上 面 か ら 古代の建物跡の存在が実証 さ れ た が、 調査区は前述のとお り 台

地全体の削平が著 し い た め 、 遺構の 全 容 を捉 え る ことは 不可能であ っ た 。 お そ ら く 調査で発見

さ れ た遺構以外 に も 、 複数の建物跡が存在 し て い た も のと推察 さ れ る 。 こ の様 な 状況か ら 、 当

地区の遺構の性格 を 究明 す る ことは極め て 因難であ る が、 多 賀城跡南面地域で検出 さ れ て い る

遠構と対比 し な が ら 、 こ の問題 に つ い て 考 え て み た い。

本調査で発見 し た建物跡の性格 に つ い て 考察 す る 上で、 まず調査区の北方に位謹す る 多賀城

跡との位四関係 を明示す る 必要が あ ろ う 。 こ の ことは 、 市川橋遺跡が多賀城跡 に 接続 し て お り



第15図 多賀城跡南面地区調査区位置図

特に、 多賀城跡の南面一帯に所在する位謹的関係上 、 多賀城に関連 す る 遺構 ・ 遺物の存在が強

く 予想 さ れ 、 方八丁四方の多賀城跡が国庁域 と す れ ば、 市川橋遺跡な ど周辺地域を 占地するそ

の他の遺跡は、 い わ ゆ る国府域に相当 す る 地域 と 考 え ら れ る か ら であ る 。

そ こ で、 まず大臣宮地区の位置を述ぺ る と 、 多賀城政庁基準線からの距離を測定すると南へ

約 7 0 0m 、 東へ約9 0m の地点に位匹 し 、 外郭南門跡からは、 約 320m 南方に所在して い る c そ

こは、 政庁跡と 外郭南門跡を結ぶ中軸延長線に近接する南面地域のほぼ中央部分に位置 し て い

る 。 そ し て 、 周辺水田部との比高差が約 3- 3.5m を有す る 台地形 を呈する地形 上の特徴をも

ってい る 。 大臣宮地区に類する地形 は、 当地区の東方約 300 m に位置す る館 前地区の丘陵 、 そ

の北側の後 山丘陵 、 さらに東方の淫島神社が所在する丘陵な どがあり 、 南面地域の東半部に点

在していることが知られ る 。 同地域の字名が「浮品」 と呼ばれる所以である。
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多賀城跡の南面地域において検出さ れた遠構について述ぺると、 まず第一に 、 大臣宮地区と

同様の立地形 状を呈す る 館前遺跡が上げられる 。 遺跡は、 水田中に島状に隆起 し た独立の台地

上に立地 し ており 、 台地上面の平場から 6 棟の建物跡、 整地層、 溝跡が発見 さ れた。 この掘立

柱建物跡は、 台地中央部に位置 す る 四面廂の建物を中心として、 そ の前後に建物 を 配 し 、 さ ら

に 、 東西に2間X 5間を基油とす る 建物跡を配謹す る遺構のあり方は、 官術的体裁を整 え て い

る遺跡であるとして、 国府機関の重要 な一役を果していた官術プロ ッ クと考 えられた。 次に、

外郭南辺築地に近接す る 市川字館前地区の調査 （多賀城跡調査研究所の第37次調査） において

は、 掘立柱建物跡、 一本柱列 、 道路遺構、 溝跡、 井戸跡な どの遺構が発 見 さ れ、 木簡をは じ め

とする 多試の造物が出土 し た。 これらの遺構には、 3時期の変遷 が認められ、 そ の年代を 8 世

紀後半-ll世紀に位誼づけて い る 。 特に、 幅約 4.5m 、 深 さ 1.5m の南北に延びる大溝や 、 両

側に側溝を伴 う 幅約 5.4m のパ ラ ス 敷きの道路遠構の発見は、 こ れまであまり 詞査が及んでい
01) 

なかった南面地域の遺構のあり 方を考 え る 上 で、 貴重な発見となった。

今回調査を実施した大臣宮地区からは、 掘立柱建物跡 2棟と小 ピ ッ ト が検出 さ れた だ け であ

る が、 当地区の遺構の性格を考察 す る 上で前記の遺構のあり 方は参考に な る 。

と こ ろ で、 大臣宮地区の調査で発見 し た 2棟の掘立柱建物跡の う ち S .801建物跡は、 3時期

の変遷 があり 最新の柱穴に抜き穴が付 く ものである 。 こ れまで南面地域から発見 さ れた建物跡

で、 同一の建物が 3回の建て替 え を行 なったものは検出 さ れて い な い 。 特に、 大臣宮と同 じ 様

な立地形 状を呈する 館前遺跡では、 6 棟の建物跡が全て単一時期のものであり 、 重複を呈する

ものは認められていない。 し か し 、 この建物群は、 9 世紀前半以降の年代 が与 え られてい る が、

上面平場周縁部分に灰 白色火山灰が堆積している溝跡があり 、 その内側には無数の小柱穴が検

出 さ れ、 この溝跡とセ ッ ト 関係をもつ建物が存在していたと考 え られる ことから 、 一世紀以上

にわたってこの台地面が使 用 さ れていたことになる 。 これは、 大臣宮地区の建物跡の年代と一

致 す る 。

多賀城跡外郭南辺築地に近接 す る 多賀城跡第37次調査区でも、 大臣宮地区や館前遺跡と同時

期とみられる遺構が検出 さ れている 。 そ れは、 A Il期として分類 さ れて い る 溝跡、 建物跡、 一

本柱列 、 土横などである 。 建物跡についてみ ると、 一辺 1 - 1 .2m の方形 を呈す る 柱穴をもつ

5間 X 2間以上の大規模な建物跡と、 一辺50 -60 cmの隅丸方形 を呈し規模の小 さ な建物跡が存

在 し 、 相互に重複関係をもつもの が多い ことから、 この時期には規模の異な る 多数の建物跡が

存在 し 、 建物は何度か建て替えられていたことが判明 し てい る 。

こ こ で 、 時期的に共存す る 3地区の建物跡についてまとめると、 表 3のとお り であ る 。 こ の

表から言え る ことは、 建物の規模にはややばらつきが認められるものの、 建物の方位が多賀城

跡中軸線に対して北で東へ偏 じ る 共通性を有す る ことである 。 館前遺跡の S B 0 4 ·0 5建物跡は、



表 3 . 多賀城跡南面地区建物跡一覧

遺 跡 名 遺構名 （南
規
北） X ( 東

模
西） 方 位 柱間寸法 柱 穴 形 状 備 考平面プ ラ ン 規 模(cm)

市川橋遠跡 S B 1227 南北2 間以上 N6° E 約 8 尺 隅 丸 方 形 一 辺 約 50
（市川字館前） S B  1228 5 X 2 以上 Nl0° E 桁

梁
行
行

約 8 尺 方 形 一辺100-120 抜 き 穴約10尺

S 8 1235 3 以上X 2 N4• E 桁行
行

約
約

7 尺 隅 丸 方 形 一 辺 50 - 60 柱痕跡
多 質 城 跡 梁 6 尺 15-17cm 
第 37次調査 S B 1 2 36 2 以上X 2 N8゜ E 桁

梁
行
行

約約170尺
尺 楕 円 形 径 4 5  柱痕跡

15-20cm 
S B 01 2 X 4以上 N4· E 約 10 尺 方 形 一辺100-120 抜 き 穴

S B 02 4 X 7  N4·50'E 約 10 尺 方 形 一辺100-120 柱痕跡
30-40cm 

S B 0 3  2 X 7  N 4° 17'E 約 10 尺 方 形 一辺 90-130 抜 き 穴
館 前 遠 跡 柱痕跡S B 04 2 X 5 以上 N34. 7 ' E  約 10 尺 方 形 一辺ll0-140 30-36cm 

S B 05 5 X 2 N 2 5° 24'E 約 10 尺 方 形 一辺100-150 柱痕跡
30-38cm 

S B 06 5 X 2 以上 N4• E 約 10 尺 方 形 一辺100-120

S BOlA·B 2 X 3以上 N3＼ · E  約 10 尺 方 形 一辺 1 30 (A) 
市川橋遠跡 S BOlC 3 X 3以上 N6' E  約 10 尺 長方～楕円 多 様 抜 き 穴

（大臣宮）
S B 02 Nl° 35'E 約 ， 尺 円 形 不 明 柱痕跡

25-30cm 

地形の制約上か ら 生 じ た も の と して捉え ら れ る こ と か ら 、 こ の 2 棟を除外して考 え る と 、 3 地

区の建物跡の方位 は N 4゜ -10· E の間に位謂づけ ら れ る。 こ の こ と は 、 南面地区の建物にも何

ら かの規制が生 じ てい た もの と 思 わ れる。 館 前遺跡の建物跡は 、 台地の中央部に検出 さ れ た 3

棟 と 西側の 1 棟の方位がN4" E の方位を示して お り 、 一定の規制に基づいて建物を配置したも

の と 推察 さ れ る。 ま た 、 大臣宮地区の S 8 01建物跡は 、 3 期の変遷 を持 っ て お り 最新のC期建

物の方位を測定すると 、 柱痕跡や柱位団 が想定できる南側柱列では約6. の傾きを呈している。

こ の建物は 、 ほぼ同位置で柱穴の切り合い を 有 しているこ と か ら 、 造営当初から 同方位の規制

に基づいて造 ら れ た もの と 解し得る。 こ れ ら の建物の方位は 、 多賀城跡の外郭南辺築地の方向

-W6· N ー と き わめて近似している。

こ れまで、 多賀城跡の周辺地域には国府多賀城を取り巻 く
‘‘ま ち 並み” が形 成 さ れて お り 、

そ こ には何 ら かの規制が存在しているもの と 想像してい た が、 本稿で述 べ た 前記 3地区の調査

結果に よ れ ば、 9 世紀前半- 10世紀前半の時期 には外郭南辺築地の方位に規制を受 け た と 考 え

ら れる遺構の存在が明 ら かに な っ た 。 多賀城跡の西方に所在 す る山王遺跡か ら 発見 さ れた幅約
(I� 

12m を 有 す る道路状迫構は 、 広範囲に わ た る ‘‘ま ち 並み” の存在を裏づけるものである。 こ の

ま ち 並みは 、 国府を支え る生活居住空間 と して絹成 さ れ 、 展開して行 っ た と 考 え ら れる が、 こ

の地域内 に あ っ て 、 台地上に営 ま れ た 大 臣 宮地区や館 前遺跡の建物跡は 、 規模や構造の点で多

賀城内 か ら 検 出 さ れる官街建物跡に類するものであり 、 生活居住地域の中で特異 な 性格をもつ
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も のと推察される。 こ れらのことから、 今回の調査で発見 した大臣宮地区の建物跡については、

多賀城との位題関係、 立地状況、 遠構規模 な どか ら 、 陸奥国府多賀城に赴任 し た 国 司 ク ラ スの

居宅として捉 えてお き たい。 多賀城跡外郭築地の東南隅から南方約 ZOOm に所在する館前遺跡

で検出さ れた建物跡の配臨状況が、 平城京左京三粂二坊十五坪の追構と酷似 していることは注
Ol 

目 される。 ま た 、 周辺遺跡から発見されている緑釉 • 灰釉陶器や石帯な どの遺物は、 官人層と

の結びつ きを傍証するものと考 えられる。
04) 

大臣宮についての記録が 「安永風土記御用書出」 の中にみられる。

ー大臣神社 一小名 大臣の宮

一勧請 誰勧請と申義井右年月共二相知不申候へ共 淳和帝御猶子河原左大臣融公を

奉祭塩瑚ー ノ 宮十四末社之内二御座候由申伝候事

△一社地 一社 西向訳尺作 一鳥居 西向

・ ・ ・ ・ . .略・・・ ・ ・・

風土記 に よ れば、 こ の神社は嵯峨天皇第12の皇子源融を祀 っ た も のと言われている。 源融は、

貞 観 6 年 ( 864 ) 2月奥羽按察使に任命されてい ることが 「公卿補任」 にみられるが、 実 際 に

赴任したか ど う かは定かではない 。 しか し 、 調査で発見 された建物跡の年代が奇 し く も 一致 し

ていることは、 興味深い。

多賀城跡を取 り 巻 く 周辺地域の発掘調査は、 こ こ 数年継続的に行 な わ れて来ている。 国府多

質城 を 中核とする遺構の広が り は 、 古代の政治 ・ 文化の中心的 な位謹を有する地域として 、 そ

の基盤を形 成 して い る。 そ の基盤の上に国府が存続し 、 長期にわたって国府と しての機能を発

揮 し、 展開されて来たものと 考 え られる。 この様な意味からも 、 当市が実施している国府周辺

地域の調査活動は、 古代の都市構造を解明する大 き な 目的を有 しており 、 今後の調査 に よ っ て

次第にそ の内容が明らかになるものと期待するものである。 先学諸兄のご指導を願 う ものであ

る。
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⑬ 奈良国立文化財研究所 「平城京左京三条二坊」 奈良国立文化財研究所学報第25冊 (1975)

⑭ 宮城県史刊行会 「宮城県史」 第24巻 (1954)
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〇 鎌田俊昭 • 藤村新一 「宮城県大崎地方北部 に お け る先土器時代遺跡群」 多賀城跡調査研究所研究紀要1l
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図版 1
調査地区周辺航空写真

図版2
調査地区遠景

（南側より ）

図版3
遺構検出状況

（西側よ り）
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図版4
調査地区航空写呉

図版5
$ 8 0 1 建物跡

（南側 よ り ）

図版6
S B 0 1 建物跡
S B 0 2 建物跡

（西側 よ り ）



図版7
S B O l 建物跡
南側柱列東 か ら 1 間目
の柱穴 （西側 よ り ）

図版8
S B O l 建物跡
南側柱列東 か ら 3 間 目
の柱穴 （西側 よ り ）

図版 9
S B O l 建物跡
北入側柱列東 か ら 2間目
の柱穴 （西側より）
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水 人 地区 発掘 調 査 報 告

I 調査に至 る 経緯
本調査区周辺地域は、 市街化区域と さ れているが、 現在は水田地帯 と な っているため、 開 発

計画等については 、 具体的な形であ ら われてはいない。 しか し 昭和54年に調査区西方約8 0 m の

と こ ろ に、 東北電気通信局の第二塩釜電話交換局の建設に伴 な う 発掘調査が、 県文化財保護課

により実施 さ れ 、 こ れ を契機に、 この水田地域でも開発計画が発生 し 始めている。 昭和56年11

月に、 調査区の南方約 4 0 0m の高崎字樋の口地内で、 開発行為に伴 う 試掘調査が実 施 さ れた 。

ま た 、 この年に大臣宮地区の試掘調査を実施している。 本件については、 昭和 5 8年度に入って

地権者か ら 住宅建設に係る計画が示 さ れ、 申請者と当地区の開発計画の内容等について協議を

行なった 。 当該地は 、 昭和48年に行 な わ れた城南小学校建設に伴 う 高平遺跡の網査区に隣接 し 、

ま た 、 県文化財保護課が実施した西方水田部の調査に よって 、 多屎の遺物を含む包含層や 、 東

西方向に延びる大溝跡が存在 し て い る こ と な どか ら 、 当 該地においても遺物包 含層等が発見 さ

れる可能性 が考 え ら れ た。 そ こ で、 申請者に対し 調査を実施するため協力 を依頼し、 12月 1 日

に埋蔵文化財の発掘届の提出を受けて、 調査に踏み切っ た も のである。

Il 調査方法と経過
調査区の設定は、 調査予定地の水田のほぼ中央部に幅 3 m 、 長 さ 40m の ト レ ン チ を設定し、

追構の拡がりや層の拡がりに注意 し て、 水田の地形 に沿って拡張 し た 。 そ の際に、 調査予定地

の北西部と南東部は土捨て場とするため、 調査区から除外 し た 。 基準点は国家座標を使用し、

原点 1 ( X  : - 189 , 23 0 . 0 0 0 、 Y : + 14, 140 . 0 0 0 ) と原点2 ( X  : - 189 , 230 . 0 0 0 、 Y

: + 14, 109 . 0 0 0 ) を結ぶ線を基準線とし 、 北側を I 区 、 南側を II区 と し た 。

さ ら に 、 原点1 を甚準と し て、 調査区全域を一辺 3 m の グ リ ッ トで区画し 、 南北方向を ア ル

フ ァ ベ ッ ト、 東西方向を東側から ア ラ ピ ア 数字で表示 し た 。 ま た 、 実測図は平板実測を行 な う

ため、 2点の原点の他に原点 3 ( X  : - 189 , 244 . 0 0 0 、 Y : + 14, 109 . 0 0 0 ) と原点 4 ( X  

: - 189 , 244 . 0 0 0 、 Y : +14, 09 7 .  0 0 0 ) を設置した 。 調査対象面積は約 1 , 16 0m'で、 そ の

内の約50 0m'について調査を実施 し た 。 今回の調査は 、 昭和59年 1 月 9 日 よ り 開始 し た 。 ま ず、

調査地の遠景を南方 よ り 撮影し、 器材搬入を行な う 。 その後 、 調査予定地中央部に幅 3 m 、 長
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さ 40m の東西 ト レ ンチを設定し、 掘り込み 調査を開始する。 この ト レ ン チ調査の成果に基づい

て調査地区を設定し、 バ ッ クホ ー による表土剥離を行ない、 調査地区東側より粗掘り作業を行

なう ( 1 月 1 1 日 ） 。 調査区の中央で南 北 に 走る旧晨道と、 それに沿って走る S D 0 1 溝を検出

し、 S D 0 1 溝の掘り込み調査を行なう ( 1 月 1 3日 ）。 1 月 1 7 日 、 前 日 の降雪のため除雪作業

を行なう。 旧農道西側に おいて南北 に走る S D 0 2 溝を検出し、 掘り込み 調査を行なう。 旧 農

道、 S D O 1 溝、 S D 0 2 溝の掘り 込み 調査終了後、 遺構全景の写真撮影 、 平面図作成を行な

う ( 1 月20 日 ）。 調査区南側 に おいて 、 東西に走る- S D O 3溝と南北に斜行する S D 0 4 溝を

検出するが、 1 月 22 日 に降雪があり 、 遺構の掘り込み調査を 1 月 24日より行なう。 また、 旧 農

道の除去作業も開始する。 I 区北壁の土層堆 積状況の写真撮影、 セク シ ョ ン 図作成を行なう。

また 、 S D 0 3溝 、 S D 0 4 溝の堆 積状況の写真撮影とセク シ ョ ン図作成終 了 後、 遺構の全景

撮影を し 平面図作成を行なう ( 1 月 26日 ）。 1 月 27日 、 II 区西 側 に おいて南壁に沿って東西に

走 る S D 0 7 溝を検出し、 掘り込み調査を行なう。 1 月 31 日 、 旧農道下の遺構検出作業を開始

する。 調査区中央部において、 幅の広い東西 に走る S D O 5 溝を検出し、 掘り 込み調査を行な

う。 2 月 6 日 、 除雪作業を行 な っ た の ち S D O 5 溝 、 S D 0 7 溝の掘り込み調査を再開し、 調

査区中央部の旧農道下に おいて検出した南北に走る S D 0 6溝の掘り 込み調査を行なう。 S D

0 5 溝 、 S D 0 7 溝の土層堆 積状況の写真撮影、 セ ク シ ョ ン 図作成を行なう ( 2 月 8 日 ） 。 2

月 9 日 の午後と 2 月 1 3.日 は 、 降雪のため調査を中止 し た。 2 月 16日 、 S D O 6溝と II 区 の西壁

土層堆 積状況の写真撮影を行ない、 セ ク シ ョ ン 図を作成する。 2 月17日 より平面図作成を行な

い、 2 月20日 に 調査区全景の写真撮影を行ない全調査を終 了した。

III 調査成果
1 . 基本層位

調査区の堆 積土は 、 基 本的 に 5 層 に 分けられる。

第 I 層は 、 水田の耕作土で あ る。 厚さ約20cmの灰褐色土層で、 下層との境に酸化鉄、 マ ン ガ

ン 粒が沈殿している。

第 Il 層は 、 褐灰色土層で水田からの影響 により、 やや青灰色気味の土色を呈する。 厚 さ 約1 5

cmで、 調査区全面に 分布している。

第 Ill 層は 、 暗褐灰色土層 ( ill — a 層） 、 暗灰褐色土層 ( Ill 一 b 層） 、 褐灰色土層 ( Ill ー c 層）

に 細 分 さ れる。 各 々 、 厚 さ 5 -lOcmで水平に薄く堆積している。 Ill 一 b 層のみ調査区東半分に

分布が限られている。 3層とも粘性 が あ り 、 酸化鉄 、 マ ン ガ ン 粒を霜ふり状に含んでいる。

第 N 層は 、 黒灰色粘土質土層で あ る。 水分を多 〈 含み 、 しまりは弱い。 遺構の 1 次 確認面で
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あ る 。 遺物は土師器、 須恵器 を 中 心 に 、 若干出土 し て い る 。 土色 、 土性 、 分布状況 な ど か ら 4

層 に細分 さ れ る 。 N- a 層 は調査区東半部 に分布 し 、 地山上面 に 厚 さ 約10cmで水平 に堆積 し て

い る 。 灰 白色火山灰 を ご く 僅 か に 含 む。 N- b 層 は中央部北側 に 催 か に 分布 し て い る 。 地山の

黄灰色粘土質土 を 多 量 に 混入 し て い る 。 IV- c 層 は やや土色が濃い土層 であ る 。 調査区西半部

の 、 北側 に若干傾斜す る部分に堆積 し て い る 。 灰 白 色火山灰 を プ ロ ッ ク 状に 多 歴 に含んでいる。

N- b 層 は南西部 に分布 し 、 土色 、 土性 と も N- c 層 に 近似す る が、 灰 白 色火山灰を含ま な い。

第 V 層 は 、 に ぶ い 黄灰褐色砂質土層 で あ る 。 調査区西半部に分布 し 、 厚 さ は 10-15cmであ る。

遺構の 2 次確認面で あ り 、 北側 と 南側 を S D O 5 溝 、 S D 0 7 溝が東西 に 走 る 。 遠物は小破片

が多 い が、 須恵器 を 中 心 に 多最 に 出土 し て い る 。

2 .  発見遺構

今回の調査で発見 し た遺構は 、 古代の溝跡 5 条 と 農地整理前の旧農道 、 そ れ に伴 う 溝 2 粂 と

土披一碁であ る 。

( 1 )  古代の遺構

〈 S D O 3 溝〉

調査区南半部 に お い て 検 出 さ れた 東西溝で 、 幅約 1 .0m 、 深 さ 約40cm を 測 り 、 断面形 は ほ ぼ

逆台形 を 呈 し て い る 。 方向は基準線 に 対 し 、 東で南へ約 6 度僑 し て い る 。 S 0 0 4 、 S O O S 、

S D 0 6 、 S D O 7 溝 を 切 っ て い る が、 旧農道 、 S D O 1 溝、 S D O Z 溝 に よ っ て 切 ら れ て い

る 。 堆租土は 4 層 に 分け る こ と がで き 、 粘土質で全体的に灰色 が か っ て い る 。 堆積土中 か ら は

須恵器杯 · 甕 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 赤焼 き 土器皿 ・ 杯、 瓦 な どが出土 し て い る。 ま た 、 墨

密土器 が 2 点出土 し て い る 。

〈 S 0 0 4 溝〉

調査区西方部 に お い て検出 さ れ た南北に斜行 す る 溝 で、 幅1.6m 、 深 さ 約30�socm を 測 り 、 底

面 は ほぼ平坦で南へ傾斜 し て い る 。 壁の立 ち 上 が り は 、 東側で比較的急であ る の に 対 し 、 西側

では緩やかであ る 。 S 0 0 7 溝 を 切 っ て い る が、 S 0 0 3 溝 に よ っ て 切 ら れて い る 。 堆積土は、

5 層 に分け る こ と がで き た 。 堆積土 か ら は 須恵器杯 ・ 甕 、 土師器杯 ・ 甕 、 平瓦な どがあ り 、 土

師器の杯体部に 「万」 と 記 さ れた墨書土器が出土 し て い る 。 他に木製品で斎 串 が一点出土 し て

い る 。

〈 S D O 5 溝〉

調査区中央部 に お い て検出 さ れ た 東西溝で 、 幅が約9.0m を 計 る 大規模 な溝であ る 。 深 さ は約

60cm を 計 り 、 溝の中央部 に幅約90cm 、 高 さ 20cmほ どの 高 ま り があ る 。 壁の立 ち 上 が り は緩やか

で あ る 。 方向は東で約 5 度南へ偏 し て い る 。 S 0 0 6 溝 、 S D O 7 溝 を 切 り 、 旧農道 、 S D O
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2,800M 
A -

旧 展 道

S D 0 2 溝
S D  O 1 溝

S D 0 1 溝 S D 0 2 溝 旧 農 道

,- A ' 

ol ー a·

北壁セ ク シ ョ ン図

削油 土 色 • 土 性 備 考

l 暗 灰 褐 色 土 植物繊維を 含 む。

2 暗 灰 褐 色 土

3 にぷい黄灰褐色土

4 にぷい黄灰褐色土

5 暗 青 灰 色 土 植物繊維を 含む。

層No. 土色 • 土性 備 考

① 暗 灰 色 土 灰褐色土を混入。

② 暗褐灰色土

③ 褐 灰 色 土

④ 暗褐灰色土

⑤ 暗灰褐色土 楢物繊維 を含む。

⑥ 暗 灰 色 土 ，， 

⑦ 暗 灰 色 土 ，' 黄灰褐色土を斑状に含む。

!\'§No. 土色 • 土性 備 考

@ 黄灰褐色土 黄
含

褐
む

色
。

土を粒状に含む。 酸化鉄を

⑥ 黄 褐 色 土 暗褐色土を混入。 酸化鉄を含む。

© 暗褐灰色土 黄褐色土を粒状に含む。

④ 暗 灰 色 土

© 暗 灰 色 土 黄褐色土 を プロ ッ ク状に含む。

① 黒 灰 色 土

⑧ 暗 灰 色 土

B 
2.800M 一 B '

皿 ― c

①
 

西壁セ ク シ ョ ン図
゜

溝4
 
゜D

 

③一

3 m 
S D 0 7 溝

基 本 層 位 S K  O 1 土壊 S D 0 4溝

層 No. 土色 • 土性 備 考 N - a  黒 灰 色 土 灰白色火山灰を若干含む。

I - a  灰 褐 色 土 耕 作 土。 N - b  黒 灰 色 土 黄灰色粘土n土 を混入。

l - b  褐 灰 色 土 ,, lVー C 焦 灰 色 土 灰
中
白色火山灰 を 多駄に含む。

図 に な し 。

Il 褐 灰 色 土 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒 を 含 む。 IV一 d 黒 Iii 色 土

旧ーa 暗 褐 灰 色 土 酸化鉄を若干含む。 V 黄灰褐色砂質土 遺物を含む。

皿 一 b 暗 灰 褐 色 土 ，， VI 暗 灰 色 土 砂牧気味。

III一 c 褐 灰 色 土 ,,. \U 黒灰色粘土質土 野灰色粘土質土を混人。

層心 土色 • 土性 備 考 ⑤ にぷいII音灰色土 暗褐灰色砂牧土を混人。

① 暗 丙 灰 色 土 酸化鉄を 含 む。 ⑥ 暗 灰 色 土 植物類を 含 む。

S D 0 7溝 ⑦ 黙 灰 色 土 植物類を 多 く 含む。

① 暗 褐 色 土 ⑧ 黒 灰 褐 色 土 .. 
② 褐 灰 色 砂質土 暗褐灰色土を混入。 ⑨ 黒 灰 色 土 ff灰色枯土質土を斑状に含む。

③ 暗 褐 灰 色 土 褐灰色砂質土 を混入。 ⑩ 黒灰色粘土質土 青灰色粘土質土 を プロ ッ ク状
に含む。

④ 暗 灰 色 土 灰白色火山灰を斑状に含む。 ⑪ 黒 灰 色 土

S D 0 3 溝

層心 土色 • 土性 備 考

① にぶい褐灰色土 黄灰褐色土 を斑状に含む。

② 暗 灰 褐 色 土 酸化鉄を含む。

③ 暗 灰 色 土

④ 思 灰 色 土 百
含

灰色粘土質土を斑状に若干
む。

層ぬ 土色 • 土性 備 考

① 暗 灰 褐 色 土 酸化鉄を含む。

② 暗 灰 色 土 植物類を含む。

③ にぷい暗灰色土 暗灰色砂伐土を混入。

第 4 図 調査区セ ク シ ョ ン図
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1 、 S D 0 2、 S D O 3溝に切 ら れている 。 堆積

土は 、 6 層に分け る こ と ができ 、 全体に粘土質で

灰色がかっ た黒褐色土である 。 第 1 層には 、 灰 白

色土がプロ ッ ク 状に含まれている 。 堆積土中から

は須恵器杯 • 高杯 ・ 甕 ・ 壺 、 土師器杯• 高台付杯 ・

高台付皿 ・ 蓋 • 甕 、 赤焼き土器杯 ・ 病台付皿 • 高

台付鉢、 灰釉陶器椀、 瓦、 木 製品な どが出土 し て

いる 。 墨書土器は19点出土 し ており 、 中には 4ヶ

所に墨杏されている土師器杯がある 。 灰釉陶器の

椀は角高台 を も ち 、 内面に施釉されている 。 内面

底部に三叉トチ ン の痕跡がみられる 。 木製品は斎

串 、 祭祀用木製品 、 曲物、 曲物の底板 、 蓋板、 盤、

柄の把手 、 も じ り編み用の木製錘 、 下駄などがある 。

〈 S D 0 6 溝〉

調査区中央部の旧農道下において検出された南

C 
2.300M - ·- - - --· C 

S 0 0 3溝 土層観察表
層ぬ 土色 • 土性 偏 鳴

① 暗灰褐色土 隊化鉄を含む。

② 暗 灰 色 土

③ 時 灰 色 土 119<色枯土質土を斑状に含む。

© 黒 灰 色 土 資灰色帖土閃土を斑状に若干含む。

゜ 2.300M —· 一 D

゜ l m  

$ 0 0 4溝 土層観察表
層ぬ 土 色 • 土性 偏 考

① 鯖 灰 渇 色 土 峻化鉄を含む。

② 黒 灰 色 土
③ 睛 灰 色 土 栢物類を含む。

① にぶい暗灰色土 暗灰色砂質土 を混入。

⑤ 暗 灰 色 砂 質 土 冑灰色砂質土 と交互に堆積。

第 5 図 S D03 • 04溝セ ク シ ョ ン図

北溝で、 S D 0 7 溝 を切り、 S D O 5 溝に よ って切 ら れている 。 規模は幅約 2.0m 、 深さ45-

5 5 cm を計り、 溝の断面形 は下方部で 「 コ 」 の字形 を 呈 し 、 上方部で逆 「八」 の字 に 開 く 。 壁の

下方部に一定の間隔で 、 太 さ 5 cm前後の丸太杭 を 打 ち 込み護岸している 。 部分的にし が ら み が

認められた。 8 層に分 け ら れ、 全体的に灰色がかっている 。 遺物は須恵器杯 ・ 甕 ・ 壺 、 土師器

杯 ・ 甕 、 瓦 な どがある 。 須恵器杯の底部に 「寺」 ・ 「瓦」 の品書銘 が2点出土 し ている 。

〈 S D 0 7 溝〉

調査区南側において検出 された東西溝で、 旧農道 、 S K O 1 土城や 、 そ の他の溝跡に切られ

ており発見遺構の中で最も古いものである 。 南側 が調査区外のため規模は不明である 。 深さは

約80cm を 測る が、 東側では約30cm と 浅 く 、 幅も広 く なっている 。 壁は緩やかに立 ち 上 がり、 壁

には一定の間隔で、 径 5cmほ どの丸太杭 を 2 列に打 ち込み護岸 されている 。 堆積土は10層に分

け る ことができ 、 第 3層上面には灰 白色火山灰が自 然堆積 し ている 。 遺物は須恵器杯 ・ 高台付

杯 · 甕 ・ 把手付甕、 赤焼き土器杯、 灰釉陶器皿、 瓦、 土錘、 木 製 品 、 鉄製品 、 砥石などがある。

墨西土器は23点 を 数 え 、 そ の中 には須恵器甕の体部 に 「□□郡進」 と 墨書されたもの な どがあ

る 。 灰釉陶器の皿は 、 三 ヶ月形の高台を もつ底部の小破片である 。 木製品には 「禁杖八十 … 」

と 書かれた木簡や盤 、 曲物の蓋板 と 底板、 弓 な どがある 。 鉄製品は斧 、 釘が出土 し ている 。

( 2 )  近代の遺構

旧晟道 S D O l 溝 、 S D O 2溝は 、 調査区中央部の第 3 層上面で検出された。 いずれも S D
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0 3 、 S D 0 5 、 S D 0 6 、 S D  O 7 溝を切っている。

回
9
賊

旧農道は、 両側 に側溝を伴い幅約 1 . 8- 2.5m で南北に

延び北側で東に偏している。 堆 積土を観察す る と、 地山

面 ま で一旦掘り込み 、 黄褐色土を含む暗灰色土を積み上

げ、 そ の上層 に は、 黄褐色土や暗褐色土をプロック状に
回
入
m

ぶ
C
ギ
寧
S
O
O
S

含み 、 さらに黄褐色土の礫を含んでいる層が、 10cmほ ど

厚 く 租み上げられている。

農道の側溝で あ る。 S D  O 1 溝は幅約3 m 、 深さ約60-

80cmで 、 底面はほぼ平坦で北へ若干傾斜している。 壁は

緩やか に 立 ち上がる。 S D 0 2 溝は幅約 2.3m 、 深さ約

60-90cmで あ る。 底面はほば平坦で、

に北へ傾斜している。 壁は緩やかに 立 ち上がる。 堆 積土

は S D O 1 溝が 5 層 に 、

S D  O 1 溝 、 S D 0 2 溝は旧

S D O l 溝 と 同様

S D  O 2 溝 が 7 層 に分けること

ぃ
犀
疇

鱈

闘已

愁
條
瞬
廻
廿

喪
S
O
O
S

ができ 、 いずれも粘土質で灰色がかっている。

これらの遺構よ り出土した遺物は 、 旧農道の第 3 層 よ

り須恵器杯 ・ 甕、 土師器杯 ・ 甕の小破片が出土している。

S D 0 1 溝の堆 積土からは須恵器杯 • 高台付杯 · 甕 • 壺、

土師器杯 ・ 甕 、 灰釉陶器の瓶、 瓦、 現代の陶磁器類など

が あ り 、 須恵器の 高台付杯には墨痕がある。 S 0 0 2 溝

の堆 積土か らは須恵器杯・甕 、 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、

瓦、 現代の陶磁器類の他 に 木 製品が出土している。 木 製

品は、 側 板 と 加工されている板材で あ る。 これらの遺構

の他に 、 調査区南西隅において S K O 1 土城が検出され

た。 S K O l 土横は第 3 層上面より掘 り込 ま れ、 S D O  

7 溝を切っている。 形態や規模については、 遠 構が調査区以外に延しているため不明 で あ る。

壁は緩やかに 立ち上がり 、 堆租土は 1 層 で あ る。 出土遺物は須恵器杯 ・ 甕 、 土師器杯・甕 な ど

の小破片で あ る。

3 .  出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 瓦、 木 製品 、 鉄製

品 、 砥石な どで あ る。 この中で須恵器の出土砿が最も多く 、 次いで土師器、 瓦 と 続 く 。 ま た、

木 製品の出土鼠が多いことも 、 本調査での特徴の 1 つで あ る。
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出土遺物は、 大部分

が溝跡から出土してお

り 、 特に S D 0 5 、 0

7 溝跡出土のものが大

半 を占める。 堆 積土か

らの出土遺物は、 第 V

層から僅かに出土した

だけであり 、 全体の器

形 を 復 元できるものは

出土していない。

( 1 ) 土師器

2.IOOM r- , 

土師器には杯、 高台 o 立竺M

付杯、 蓋、 甕の器種が

ある。 この中で杯の出

土址が圧倒的に多い。

以下、 器種ごとに特徴

を述べることにする。

〈杯〉

出土した個体数は須

恵器に比べ 、 さ ほ ど多

いとはいえないが、 原

形 をとどめた状態で出

土した個体が多いため、

図示できた点数は須恵

S D 0 6溝 土層観察表
応 土 色 • 土性 “ 彎

暗渇!Jje砂門土
にぷい褐仄色土 l!lt/Ji. 色土と 交互9こ堆い。

1; ぷい暗,.,.,色土 褐仄色砂費土を謀入．

瓜 灰 色 土 守H色砧土双土を斑状1こ含む。

にぷい11/t仄色土 囚灰色砂只土を況入。

黒 灰 色 土 紐物煩を 含 む。

昭 灰 色 土 11&仄色砂貸土 を乱入。

にぶいi即天色± 1!I'灰色帖土質土ク 状に含む

第 7 図 S D 0 6溝セク シ ョ ン図

S D 0 7溝 土層観察表
層N :I: 色 • 土注 f贔

褐 B 色 砂質土 Ill\'褐灰色土を混入。

睛 1,1)
” 

//i 色 土 ru9<&砂賀土を混人o

咄 色� 土 揖物類を合む。

•& l{i. 色 土 W灰色帖土質土 を プ ロ ッ ク状に含<.r.＂� 灰 色 土
にぷい瓜仄色土
/I.I II< 色 土 �9'色枯土只土を斑状に含む。

にぶい暗Iii.色土 埠灰色土七泊入。

A灰色．枯土貿土 l'fff, 色帖土質土 を プ 0 ッ ク状に含む。

瓜 灰 色 土 Hitli糾を 含むo

第 8 図 S D 0 7 溝セ ク シ ョ ン図

一F

- ,Q 

1 m 

器杯を 上回る。 杯の製作技法としては、 ロ クロ未使用のものは、 僅かに小破片 1 点のみであり、

他は全て ロ ク ロ 使用のものである。 ロ ク ロ 成形のものは、 内面にヘラ ミ ガキ • 黒色処理を施し

ている点で共通しているが、 底部の切り離し技法と再調整の有無 に よ って、 3 種類に分類する

ことができる。

I 類 ： イ本部下端およ び底部全面に再調整がなされ 、 切り離し痕跡が残らないもので あ

る。 再調整の技法は、 (a)回転ヘ ラ ケ ズ リ を 施すもの （ 第 9図 1 - 4 ) と (b) 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

を 施すもの （第 9 図 5 -8 ) がある。 (a)が器高 4 cm前後の法黛 を 示すのに対し、 (b)は法凪に

ばらつきがみられ、 形態は多様である。 全体的には、 体部が内湾気味 に立ち上がるものが多
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い。

II 類 ： 回転糸切りの後、 体部下端およ び底部周縁 に 再調整を施して いるもので あ る。 I 類 と

同じく再 調 整 の技 法は 、 (a)回転ヘ ラ ケ ズ リ のもの （第 1 0 図 1 · 2 ) と (b)手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ の

もの （ 第 10図 3 - 6 ) が あ る。 (a)は 口 径 1 6cm 、 底径 9 cm 、 器高 7 cm前後の数値を示す。 (b)はロ

径1 5-17cm、 底径 6 - 7 cm、 器高 5.5- 6 cmと(a)に比べ 、 底 径 と 器高の数値が小さ い。 1本部は

直線的に外傾して 立 ち 上 がるものが多 い が、 内湾気味のものもみ ら れる。

III 類 ： 回転糸切り·の後、 無調整のもので ある （ 第 11 図 1 - 1 0、 第12図 1 - 1 3) 。 杯の主体を

占める種類で ある。 口 径13-15cm、 底径 5 - 6 cm 、 器高4 - 5 cmを中心と する数f直を示す。 I 、

II 類に比 べ、 底径が小さ い と
•

う特徴をもつ。 ｛本部が内湾気味に立ち上がり 、 口縁部で外反す

るものが多 い。

〈高台付杯〉

出土数が少なく、 図示できたものは 2 点だけである。 器形のわかるもの に は 、 杯部が扁平で

皿状を呈するものがある （第 1 2図16) 。 内面はヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理され 、 ヘ ラ ミ ガ キ は 外面

の口縁部までおよんで いる。 高台は外側に大きくふん張り 、 端部で外反する。 この他 、 低 い高

台をもち 、 内外面 に ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理されて いるものも あ る （ 第 1 2図15) 。

〈蓋〉

宝珠形のつまみ部 分 が 1 点出土している （ 第12図14) 。 中心部がやや突出するもので、 内外

面に丁寧なヘ ラ ミ ガキ が施されて いる。

〈甕〉

杯 に 次 いで出土只が多 い が、 ほ と ん ど が破片のため図示できるものは 少 な い。 成形の際に ロ

ク ロ を使用しないもの ( A類） と 使用 するもの ( 8 類） に大別できる。

A 類 ： 出土最が少ないうえ、 部分的にしか残存して いな いため、 全体の形態がわかるものは

出土して いない。 口縁部から1本部にかけて 、 内外面に ヨ コ ナ デを施して いるもの （第13図 1 ) 。

内面 に ヘ ラ ナ デを施し、 底 部 に 木 葉痕を残すもの （第13図 2 ) が出土している。

B 類 ： 小形のもの と 大形のもの と があ る。 小形のものは 、 最大径の位誼が口縁部 に あ り 体部

がやや膨らむもので あ る。 口縁部は 「く」の字形に短く外反し、 そのまま 丸 く おさまるもの（第

13図 3) と 、 端部で上方につまみ出されるもの （第1 3図4 · 5 ) と が あ る。 前者は底部が回転

ヘ ラ 切 り され 、 後者は 回転糸切り されて いる。

大形のものには 、 最大径の位置が肩部 に あ り 、 頸部が内側にくびれて口縁部が立ち 上がって

外反するもの （ 第 1 3図 8 ) と 、 最大径の位置が口縁部にあり 、 口縁部は 「く」の字形に屈曲し

て、 イ本部 は 円 筒 状を呈するもの （ 第13図 9 ) がある。 前者は 、 f本部外面にヘ ラ ケズ リ の後、 刷毛

目 が施され 、 内面にも横方向の刷毛目がみられる。 後者は 、 イ本部下半を欠損して いるが、 イ本部
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゜ 10cm 

（推定値）
心 種 類 紐種 出土遺構 層位 外 面 綱 竪 内 面 調 整 残存 口 径 底 径 呂 高 腐 考
1 土閻器 I不 S 0 0 7  3 層 0クロナデ． 体部-1�郎 回転ヘラケズリ へうミカ

＇
キ悶色処垣 ½ (13.4) ( 8.6) 4.2 油煙付笞

2 � . S O O S  l 層 . . ％ 12.7 5.6 4.0 
3 や ,, S O O S  2 層 ． ． ％ 13.8 7 .4 4.1 餞忍」釈屯芝•ヶ 所

4 . . S D 0 5  l 層 み . 一 部 5.1 底部にr万」の曲杏
s 々 . S O O S  2 暦 0クロナデJ本部一底部 手持ヘラケズリ 々 ％ (15.2) ( 6.9) ' 6.5 
6 ． 令 S D 0 5  1 層 0 ク ロナデ、 底部 手持ヘ ラ ケ ズ リ . y. ( 6.1) f本部に込寄痕
7 令 令 S D 0 5  2 層 0ク0ナデ、i本部-,i部 手持ヘラケズ') . ½ (12.3) ( 6.3) 3. 7 底部に「山」の品苔
8 令 . S 0 0 3  1 層 “ 々 ½ (22.4) (10.4) 9.7 

第 9 図 出土遺物
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゜ 10cm 

＆ 種 類 若種 出土遺構 層位 外 面 関 竪 内面調整 残存 口 径 底 径 召 高 綱 ,., 
1 土師召 杯 S D 0 7 3 層 ロクロナデ、底 回転糸切 り、9本～庇 回転ヘラケズリ : ヘii 9&ミ処ガmキ ½ (15.8) ( 8.5) 7.0 
2 . . S O O S  2 府 ‘‘ . ¼ (15.6) ( 9.0) 6.5 
3 ． ． S D 0 7  I 層 ロクロナデ、底 阿転糸切 り、f本一底 手持ヘラケズリ ． ％ ( 6.2) 
4 ． 々 S D 0 7  2 層 ,, 々 ½ 14.8 6.3 6.0 屈, �・ ヤ,w,こ
5 々 令 S O O S  J 層 0 ク ロ ナ デ、 底 回転糸切 り 、 底 手持ヘ ラ ケ ズ リ ’‘ ½ {17 .2) ( 7.0) 5.9 
6 々 ，， S O O S  I /If  ロクロナデ、底 回転糸切 り、f本-,a: 手持ヘラケズリ ，， ½ (14.6) ( 5.9) 5.5 

（推定（直）

第10図出土遺物
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6
 

゜ 10cm 

（推定値）
ぬ 種 類 苫種 出土遺構 序位 外 面 悶 整 内 面 調 整 残存 口 径 底 径 器 芯 償 考
1 土師器 杯 S D 0 5 I 層 ロ ク ロナデ、 屁部 回転糸切り ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理 ％ 14.0 6 I 4.8 低偲.:_,,所に 和の

2 み 今 S D 0 7 2 層 ． ． ½ (14.2) ( 5.6) 4.5 i本部ニヶ所に暴苔
3 . . S D 0 5  2 層 . ． ％ (12.6) ( 6.1) 3.9 
4 ,, み S D 0 5  I 層 . . ½ (12.6) ( 5.0) 4. 7 
5 . . S D O S  2 層 令 ． ¾ 13.0 6 2 4 .9 
6 . . S O O S  2 層 + ゜ ％ 13.1 6.1 4.5 
7 ． ． S D 0 7 2 層 . 令 ½ (13.0) ( 7.0) 4.2 f本部（こ温む
8 ． 々 S D 0 7 1 /H  • ，， ％ (13.0) 4 .8  5.2 ， . . S O O S  1 114  � . ½ (13.8) ( 5.5) 4.3 
JO ，' 令 S O O S  I 層 . ＾ ½ 13.4 5 5 4. 7 
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0 10cm 

ぬ 種 類 召 橿 出土退構 層位 外 面 悶 整 内 面 洞 整 残 存 口 径 庇 径 臼高 饂 考
1 土師召 杯 S D 0 5  1 層 0 ク ロナデ、 店邪 回転糸切り ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 ½ 13.9 5. 1 4.l 
2 ， . S O O S  I 層 . 聞色処理 ％ 13.5 5.5 4.) 
3 . ，， S D 0 5  I 層 . ヘ ラ ミ ガキ · 凩色処理 ％ 13.9 s.s 4.3 
4 々 . S D 0 5  2 層 ． . ½ (14.3) ( 5.9) 4. 7 I本部に'*Jの品芯
5 ,, . S D 0 5  1 層 夕 も ½ (14.0) ( 5.8) 5.3 
6 々 . S D 0 5  2 層 ． ． ％ (14.4) ( 6.3) 5.0 i本部にr玄」の磁苫
7 . 々 S O O S  I /If  會 ” Y. 15.4 5.6 5.3 
8 . . S O O S  I 層 . 々 y. (15.2) 6.3 5.9 ， . 名 S D O Z  2陪 ． ． ½ (15.4) ( 6.0) 5.3 
10 . 令 S O O S  I 層 0 ク ロナデ 々 ½ (13.6) （本部に/¾i'i

I] 々 • S D 0 7  2 層 0 ク ロ ナデ、 庇部 回転糸切り み y. ( 4.8) ［本部に磁街
12 . • S D 0 5  ＂ 科 々 疇 ％ (15.0) ( 6.2) 4.9 
13 . ， S D 0 4  · � " ケ ¼ ( 5.8) （本部にr万Jの晶苫
14 令 置 S O O S  1 層 ヘラ ミ ガキ ヘ ラ ミ ガキ 一 邪
15 ． 高台I不 S D 0 7  2層 ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理 令 ( 6.1) 
16 々 • S D 0 5  2 層 ロ ク ロ ナ デ、 口lbl部 ヘラミガキ . はll,謬 12.6 7.3 4.2 

（推定値）
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＆ 種 類 召種 出土遺構 層位 外 面 悶 整 内 面 悶 整 残 存 〇 径 底 径 呂高 僧 考
1 土節召 甕 S 0 0 7 3 層 口粒部 ヨ コ ナデ. f本部 ヘ ラ ナ デ lJti叫、 う 名 ;デ‘ 一 部 (IO 4) 
2 . ． S D O S  l 層 !<I'-駁部 ヘラナデ . 7.6 底部に木葉損
3 . ． S D 0 7  3 府 ロクロナデ．体 へうケズリ 、� @転ヘラ切り ロ ク ロ ナデ ％ (13.0) ( 6.0) 10.3 
4 • ． S D 0 7  2 層 ロ ク ロ ナデ． 庭部 回転糸切り . 12.9 6.9 8.9 油煙付芍
5 . ． S D 0 5  I 層 0 ク ロナテ’ ． 一 部 (IS.I) 
6 . 把手 S D 0 7  3料 ヘ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ . 
7 � ． S D 0 7  3 附 々 . 
8 . 甕 S D 0 7  I 層 ロ ク ロ ナ デ、 体部 へ 9 ケ ズ リ 、 刷毛目 刷0 ク'Ce0l l  ナデ． ＂り'f1l ½ (16.8) ， ． ． S D 0 7 1 /rl  0 ク ロ ナデ ． 一 部 (23.8) 

（推定値）
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内 面 に横方向へ の刷毛 目 が施 さ れ て い る 。

( 2 )  須恵器

須恵器 には杯、 高台付杯、 高杯、 蓋、 甕 、 壺 、 提瓶の器種があ る 。 こ の う ち甕の破片が多 く

出土 し て い る が、 接合 に よ っ て 器 形 を 復元で き る も の は 、 ご く わ ず か で あ る 。 図示で き る も の

では杯が圧倒的 に 多 く 、 須恵器全体の約半分 を 占 め る 。

〈杯〉

大部分 が S D O 5 、 0 7 溝 か ら 出土 し て い る 。 底部の 切 り 離 し 技法 、 再調整の有無 か ら 4 種

類に分類で き る 。 全体的 に み る と 回転ヘラ 切 り 、 回転糸切 り で切 り 離 し た後 、 再調整を も た な

い も の が大半 を 占 め 、 再調整 を も つ も の は ご く わずかで あ る 。

I 類 ： 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整 を底部全面に施 し て 、 切 り 離 し痕跡が残 ら な い も の であ る （第

14図 1 ) 。 図示で き る も の は 1 点だ け で あ る 。 口縁部 を 欠損 し て い る が、 底径 7 . 2cm 、 器 高 も

5 cm以上 と 比較的大形の も の で あ る 。 底部の ヘ ラ ケ ズ リ は一定方向に丁寧に施 さ れ て い る 。 体

部は直線的に外傾 し て 立 ち 上 が る も の で あ る 。

II 類 ： 回転糸切 り の後、 イ本部下端 お よ び底部周縁に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ を 施 し て い る も ので あ

る 。 底部周縁に幅広い単位でヘ ラ ケ ズ リ を施 し 、 丸底状を呈す る も の （第14図 2 ) と 、 上げ底

状の底部 を 有 し 、 f本部下端 に わ ずか に ヘ ラ ケ ズ リ を施す も の （第14図 3 ) が あ る 。

皿 類 ： 回転ヘ ラ 切 り の後、 無調整の も の で あ る （第14図 4 -ll 、 第15図 1 - 5 ) 。 全体的に

み る と 、 口径13-lScm、 底径 7 .5- 8 cm、 器 高 3 - 4 cm と 比較的 ま と ま っ た数値を示す。 1本部

が直線的 に 立 ち 上 が り 、 そ の ま ま 口縁部 に 至 る も の と 、 口縁部でやや外反 す る も のがみ ら れ る 。

ま た 、 こ の類の中 に底部周縁 に か る ＜ ナ デ を施 し て い る も の も み ら れ る 。

N 類 ： 回転糸切 り の後 、 無調整の も の で あ る （第15図 6 -13、 第16図 1 - 6 ) 。 図示で き た

点数は 多 く 、 皿 類 を 若干上回 る 。 口径12. 5-lScm、 底径 5 . 5- 8 cm、 器 高 3 . 5 - 4 . 5cmの数値

を示す。 特 に 、 底径は 6 cm程度の も の が多 く 、 口 径 に比 し て 小 さ な 底 径 を も つ と い う 特徴 を 示

す 。 底部は上げ底気味で、 イ本部 はやや内湾 し な が ら 立 ち 上が り 、 口縁部で外反 す る も のが多い。

〈高台付杯〉

図示で き た も の は 1 点 だ け で あ る （第16図 7 ) 。 口 径 が10cm と 小形 の も の で 、 全体的に丸味

を お び、 口縁部で外反 す る 。 高台は短く 、 外側 に あ ま り ふ ん張 ら な い。 底部に回転糸 切 り 痕 が

残 る 。

〈高杯〉

有蓋高杯がS D 0 5 溝 か ら 出土 し て い る 。 受部 と 脚部 を 欠損 し て いる ものであ る （第16図 8 ) 。

口縁部は 長 く ほぼ直立 し 、 杯部は扁平で丸底状 を 呈 す る 。 杯部外面に回転ヘ ラ ケ ズ リ 、 口縁部

内面 に横方向の ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。 器厚が杯部で1.2cm と 厚 く 、 ま た成形、 調整 と も 粗
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ぬ 捐 頷 沿種 出土遺情 層位 外 面 悶 整 内面潤整 残 存 口 径 胚 径 呂高 備 考
I 須忠臼 杯 S D 0 7  3約 ロ ク ロ ナ デ、 し及部 手待ヘラ ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ ½ ( 7.2) 
2 . 杯 S D 0 5  I 層 ロクロナデ、邸 回転糸切り 、体～底 手持ヘラケズリ ，' ½ (13 0) ( 7.6) 3.3 
3 々 杯 S D 0 5  I �  . ． ½ (14.8) ( 5.4) 4.7 
4 . 杯 S 0 0 7  2 附 ロ ク ロ ナ デ、 し沼部 回転ヘラ切り . ¾ 13.2 7.5 4.2 駁部に掲笞根
5 . 杯 S 0 0 7  3 附 . む ％ (13 3) ( 8.3) 3.6 
6 ゜ 杯 S D 0 5  I 削 ． ． ％ (13.4) ( 7.4) 3.5 
7 . 杯 S 0 0 5  3 培 . 々 完 形 13.5 7.4 4 .l 
8 . 杯 S D 0 7  3 層 . ． ½ (14. 7) ( 9.6) 3.9 ， 令 杯 S 0 0 7  3 �  ． 々 ばば突形 13. 7 7.7 4. J 
10 . 杯 S O O S  I 層 4 . ½ (13 6) ( 8.2} 3.0 ク俎屈 IC火 ダ

11 # 杯 S D 0 7 I 層 . 令 ¼ (13.2) ( 7  .7) 4.2 
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％ 種 類 岱撞 出土遺構 層位 外 面 関 整 内面潤整 残 存 n 径 底 径 召為 鰭 考
I 須恵臼 杯 S D 0 7 3層 0クロナデ、底部 回転ヘラ切り 0 ク ロナデ ½ (14.4) ( 8.0) 4.2 庇部にr岡」の品苔
2 令 . S D 0 7  3 層 . ． ¼ (12. 7) ( 7.4) 3.8 f本部に磁寄
3 . . S D 0 6  2 層 み ク 一 部 ( 7  .6) 必部にr寺Jの品苫、rx」のヘラ抽き
4 ゜ 々 S O O S I 層 . ． ½ ( 7.6) I� 部にm�r
5 々 . $ 0 0 7  2 層 ‘ 紗 ½ (13.4) ( 7  .4) 3.4 f本部にりぬの1,11;!1
6 ． . $ 0 0 6  l 層 0 ク ロ ナデ,11.i:部 回転糸切り . 完 形 12.4) 6 2 3.8 
7 々 々 S O O S  2 層 . . ほぼ完影 13.2 6.7 4.0 i本部にr*,の品苔
8 ． ． S D 0 5  l 層 . ， 完 形 12.8 6.7 3.J ， も 々 S D 0 7  I 層 . . ½ (13.4) ( 8.2) 3.9 体邸に属笞惰t」 カ
10 • 令 S D 0 5  I 層 ． . Y. (13.8) ( 6.2) 3.4 
11 令 . $ 0 0 5  l 層 . . ½ 13.9 5.4 4.3 l本部に「田」の謁勺
12 ゜ . S D 0 7  l 層 . . Y. 13.7 6 3 4 . 2 
13 ． ． S D 0 7 l 料 ． 々 ％ 14.2 6.5 4 .5  

（推定値）
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心 種 類 呂 樟 出土遠I柑 壻位 外 ilii 訓 整 内 面 悶 整 残存 口 径 底 径 四高 綱 考
l 須患沿 杯 S D 0 5  I �  ロ ク ロナデ- �部 回転糸切り 0 ク ロ ナデ ％ (15.0) ( 5.4) 4 .4 l本部に「万」の磁岱
2 も • S D 0 2  2 陪 令 ． ¼ (15.4) ( 7.8) 3.8 油湮付芍
3 ，' ，， $ D O S  I 層 ． ． ½ (14.2) ( 6.4) 4. I 旺部に囚芍痕
4 ． ． S D 0 6  2 層 . ，， 一部 ( 6.6) 庇部に囚芍r瓦J カ
5 令 • S D 0 7  I 層 み . ½ 5.8 
6 . 令 S D 0 7  2 層 々 . 一部 ( 5  6) し租部1:「甲」の臥苔
7 み 活台杯 S D 0 5  l 層 ,, ，' ％ (10.0) 5.8 3.4 
8 ，， 硲 杯 S O O S  l 層 ロ ク ロナデ、 （本部 回転ヘ ラ ケ ズ リ I ロJI

ク�ロヘナラ
デケ次,, ½ (14.3) ， 々 互 S D 0 3  l 層 ロ ク ロ ナデ｀天Jt-部 回転ヘ ラ ケズ ＇） ¾ 硯に転用

10 々 . 8-0 7 Ill 層 0 ク ロナデ 0 ク ロ ナ テ -· 部 07.6) 
11 . 々 S D 0 7  3 陪 ． ’ . (16.8) 
12 ． 壺 S 0 0 3  2 約 ロ ク ロナデ、 f本部 ,.. , 転 へ う ケ ズ リ . ％ 4.8 悧尉ぷX;のヘ..Ii•、
13 . . S D 0 7  I M  ロクロナデ. f本、 庇部 皿転ヘラケズリ . ½ ( 4.2) n部に自然樟

（推定統）
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く 、 全体的に粗雑 な 感 じ を受ける。

〈蓋〉

蓋は、 全体の形 態がわかるも のは出土 し て い な い 。 第16図 9 は、 中心部がやや く ぼ ん だ 宝珠

形 のつまみを も つ も のである。 天井部は扁平で、 回転ヘ ラ ケ ズ リ さ れ て い る。 硯に転用 さ れた

もので、 内面は中心部が摩耗しており、 墨痕 も 認められる。

〈壺〉

壺には、 短頸壺と長頸壺がある。 短頸壺は、 広口壺と呼ばれる器種が1点出土し て い る（第

1 7図11) 。 口縁部は直線的 に 短 く 外傾し、 肩部がやや張り 出 す も のである。 体部外面 に わ ずか

に平行叩きの痕跡が認め ら れる。 長頸壺には、 小形 の も のと大形のも のがある。 小形のものは、

い ず れ も 頸部 より上を欠損 し て い る。 肩部が張り出 し 、 やや算盤玉状を呈するもの（第16図13)

と、 さ ほ ど張り 出 さ ず球形 を呈するもの （第16図12) がある。 後者は体部下半を回転ヘ ラ ケ ズ

リ し 、 頸部から体部にか け て は、 濃緑色の自 然釉がかか っ て いる。 大 形 の も の には、 頸部の径が、

(a) 5 cm前後と細 い も の （第17図1 · 3 · 5 ) と、 (b)約 7 cmと太 い もの （第17図 2 · 4) がある。

ほとん どが部分的にしか残存 し て おらず、 全体の形態は不明である。 口縁端部は上下へのつま

み 出 しが著し い も のと、 さ ほ ど明瞭でな く 、 丸味を も っ てお さ まる も の な どがある。 体部が残

存 し て い る も の （第17図 6 - 10 ) の 、 イ本部下半には縦方向のヘ ラ ケ ズ リ 、 あるいは回転ヘ ラ ケ

ズ リ を施 し て い る も の も ある。

〈甕〉

破片数に比ぺて図示できた も のは少 な い。 多 く は 口 縁部か ら 頸部 、 肩 部 まで し か 残 存 し て

お ら ず、 全体の形態は不明である。 最大径の位置と形態から、 大き く 2つに分類することがで

き る。

I 類 ： 最大径の位置が肩部あるいはイ本部中央部 に あり、 イ本部はほぼ球形 を呈するものである

（第1 8図 1- 3 、 第1 9図1 - 6 ) 。 口縁部 、 頸部は大き く 外反 し 、 程度の差はあるが、 口縁端

部で上下につまみ 出 さ れ て い るものがほとん どである。 外面の頸部に櫛描き波状文を施し 、 体

部 に は平行叩きの痕跡を残す も のが多い 。 内面のあて具痕には、 同心円文 、 無 文 、 格子文 、 平

行線文 、 花 文 な どがあるが、 この中では無文のあて具痕が最 も 多 い 。 またヘ ラ ナデや刷毛目状

の調整を施 し て い る も の も ある。

Il 類 ： 最大径の位置が口縁部にある も の （第17図12 · 13) である。 口縁部は短 く 外反し、 端

部が上下につまみ 出 さ れ て い る。 い ず れ も ｛本部中央部より下を 欠損 し て い るが、 鉢形を呈する

器形と思われる。

( 3 )  赤焼 き 土器

杯、 皿、 高台付皿、 高台付鉢の器種がある。 出土黛は土師器、 須恵器に比べて 、 さ ほ ど多い
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池 槽 類 召積 出土遺情 府位 外 ilii 調 整 内 面 調 接 残存 口 径 底 径 沿高 偏 考
1 須恵召 壺 S D 0 7  3 IM 0クロナデ、（俎部 回転ヘラケズリーロ ク ロ ナ デ 0 ク ロ ナ テ’ ％ (10.2) ( 8.5) 
2 . . S D 0 5 1 層 0 ク ロナ デ、 体郊 平行叩き 、 ヘ ラ ケ ズ リ . ¼ (13.0) 
3 ,, ． S D 0 5  l 料 ロ ク ロ ナデ . 一部 7.3 

ヽI 々 • S O O S  I 16 々 ． 令 (11 .3) 
5 ,, • S 0 0 3  2 層 み . 々

6 ． . S 0 0 7  2 陪 ロ ク ロナ デ、 i本部 回転へ う ケ ズ リ ，， ½ 6.3 
7 • . $ 0 0 7  I 屈 ． 々 ½ 頸-I本部に自然枯
8 ’‘ . S 0 0 7  2 層 ロクロナデ、f本部回転ヘラケズリ → ロ ク ロ ナ デ ヘロ� .,ク ロ

.,.
ナ
デ

デ． 一部 8.4 ， 々 ． S 0 0 7  3 陪 ロ ク ロナデ ロ ク ロ ナ デ . ( 9.5) 
10 . ．、 S D 0 7  2 層 ロクロナデ、f本部 回転ヘラケズリ ー ロ ク ロ ナ デ 々 . ( 9.6) 
11 . . S D 0 3  2 /0  ロ ク ロ ナ デ、 体陥 平行叩き→ロ ク ロ ナ デ ． ½ (11.6) 
12 々 央 S D 0 3  2 陪 ロ ク ロ ナ デ . 一部 (2U) 
13 " . S O O S  I 培 み 1,;ロ,1:e,ク ロ

1
1

・rテ． • (27.8) 

（推定値）

第17固 出土遺物
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ぬ 権 類 笞桟 出土遺構 屑位 外 面 調 整 内 面 調 整 残存 口 径 庇 径 笞高 償
I 須恵召 甕 S D 0 7 2 RI! ロ ク ロ ナ デ、 口縁部 波状文 t i ク ロ ナ デ 一 部 (47 .2) . 令 S D O S  l 層 ロ ク ロ ナ デ，口樟 液状文、f本部 平行叩き 令 ク (36.0) 
3 ， 今 S D 0 5  l 層 ロ ク ロナデ、 i本部 平行叩き fロill・クC:•l'lロ ナ文・ーデ．へ.,.,.デ ． (18.4) 
4 . 令 S D 0 5  ] Ii§  ゜ 叉5 早吝デ. I本池 々 (23.4) 
5 々 令 S D 0 2  2 府 ロクロナ沢体 ヘラナデ、（本～底 ヘラケズリ 郎ロ クへロ.,

ナ
ナ

,,,ナ 体一 ··" . 12.0 ． ． S D 0 7 2層 0 ク ロ ナ デ、 1本部 平行叩き→ロクロナデ .... 
ロ

ct;
ク ロ日 ナ デ. t-t<ni ． (22.5) 

（推定値）

第19図 出土遺物
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とはい え な い。 推定口径 9 . 8cmと小形 で扁平な皿 （第20図2) と、 削り出し高台を も つ高台付

皿（第20因 3 )がある 。 いずれ も 底 部 に は回転糸切り痕が残っている 。 高台付鉢は推定口径27 .4

cmを計 る大形 の も の （第20図 4) で あ る 。 体部から口縁部にかけて直線的に逆「八」 の字形に

開き 、 高台はやや外反しながら外側にふん張る 。 鉢部と高台の接合部分には 2 ヶ 所で穿孔 さ れ

ている 。

( 4 ) 瓦

瓦は、 調査区全域より出土している 。 種類は平瓦と丸瓦である 。 丸瓦の中には刻印文字瓦が

あ る 。 平瓦は、 総数9 0点で、 叩きの原体、 製作 ・ 調整の技法等 より観察す ると、 叩きでは格子

状 、 矢羽根状、 縄 目 があり、 中にはナ デを施し叩きの原体が不 明 な も のがある 。 縄目の叩きの

中にはナ デを施した も のと、 縄目が漬れた も のとがある 。 凹面は、 布 目痕が残 る も のと 布 目 を

ナ デ消してい る も のがあり、 この中には、 樋巻痕の残 る も のと粘土塊から 切り離した際に糸切

痕の残る も のが あ る 。 第22図 4 は凸面に格子状叩きを施し、 凹面には布 目 痕の残 る も の で、 側

端部が折 れ 曲 る 特 徴を も つ。 第21図 1 · 2は、 凸 面 に 縄 目 叩きを施してい るが縄目が潰れてお

り、 凹面には布 目 痕の残 る ものである 。 大き さ は 1が長 さ 34 .1cm、 広端幅推定約27cm、 狭端幅

23. 3cmで、 2は長 さ 3 5 .5cm、 広端幅推定約24cm、 狭端幅21 .6cmを 計 る 。

丸瓦は総数で 134点出土している 。 第22図 1 は玉縁付きの有段丸瓦で、 凸面を縄叩きした後

ロ ク ロ ナ デ成形を施し、 凹面は布目痕が残ってい る 。

刻印文字瓦は、 丸瓦の凸面に 「田 」 と刻印 さ れ た も のが 1 点出土してい る （第22図 3 ) 。 刻

印の一辺の長さ は2.0cmを計 る 。

( 5 )  木製品

木製品はS D 0 2、 0 4 、 0 5 、 0 7 溝より出土しており、 特にS D O S 溝か らの出土が多

ぃ 。 種類は木簡、 斎 串 、 祭祀用具、 椀、 盤、 曲物の側板 、 蓋板 、 底板、 折敷、 下駄、 も じ り編

み用の木製錘、 柄の把手 、 弓 な どである 。 本稿では、 時間的な制約上代表的 な も の に ついてだ

け紹介す る にと ど め る 。

木簡 （第23図 1 ) は、 S D O 7 溝の第 4 層 より 1 点出土している 。

上方部だ け残存しており 「禁杖八十……」 と 記 さ れている。 柾 目 板 を 素材 と し、 現存長11.1

cm、 最大幅 2. 7cm、 厚 さ 0.3cmほ どで上端部を平頭状にしている 。 断面形は長方形 で あ る 。 両

面と も削りが入念で、 両側面に も 入 念 な 削りを施してい る 。 中央部から下方が欠損してい る た

めに、 「禁杖八十」 より下の字は不明で あ る 。

斎 串 は、 S D 0 4 溝第 1 層と S D O 5溝第 1層 より計2点出土している 。 第23図2 は S D O

4 溝より出土した も の で、 柾 目 板を索材とし、 現存長21. 9cm、 幅 2. 8cm 、 厚 さ 0.3cmである 。

上端部は圭頭状の もので 、 断面形 は長方形 で あ る 。 両面と も 削りが入念で、 両側面にも 削りを
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入念に施し、 下方部は両側面を削り尖らせている。 第23図 3 は S D 0 5 溝より出土したもので、

板目板 を 素 材とし長さ34 . 1 cm、 幅 3. 3cm、 厚さ 0. 6cmである。 上端部を圭頭状にし、 頭部に三

形と台形に切り込みを 入れている。 下端部は山形に切り落し尖らせている。 側面は割った ま ま

で、 削りは施しておらず、 やや形が歪んでいる。

祭祀用具（第23図 4 ) は、 S D 0 6 溝の第 1 層より出土している。 板目材を使用し、 長さは

41 . 7cm、 幅は上方部 2.2cm、 中央部 3.1 cm、 下方部 1 .6cmで 、 厚さは平均 1 . 3cmほどである。

上端部は若干山形状にし、 断面形は上方部が算盤玉状 を呈し、 下方部は面取 り を 施し棒状にし

ている。 両面とも入念 な 削 り を 施し、 両側面には「V」字形に切り込みを入れ、 三角形 ま たは

台形を 呈している。 切り込みは一方が26 、 他方は25 を 数 え る。 下端部は削って尖らせている。

盤は 、 すべて征目 板 を 素材 と し、 ロ ク ロ挽 き して い る。 形態的に分類すると、 ロ ク ロ挽きに

よって底部を台付にしているもの（第24図 1 · 3 · 5 ) 底部を高台にしているもの （ 第 24図 2

6 · 7 · 8 、 第25 図 1 · 2 ) 底部が丸底のもの（第24図 4 ) に分けられる。 底部を台付にして

いるものは、 すべて底部を削り調整しており、 内面が口縁部より若干くぼむものと、 口縁部が

短か く 内湾気味に立ち 上がるものがある。 底部 を 高台にしているものは 、 口縁部が短か く 外側

ヘ 開 く ものと、 内湾気味に立ち上がるものがある。 この中には底部外面に「万」 と墨告された

もの（第25図 1 ) と焼印の押されたもの （第25図 2 ) とがある。 底部が丸底のも のは口縁部が

短か く 上方へ立ち上がり、 底部外面にロクロ爪痕がみられる。

曲物は、 完形のものはな く 側板と蓋板 、 底板がばらばら に出土している。 側板は、 隅丸方形

のものと円形のものがある。 隅 丸方形のものは、 S D O 5 溝より 2 点出土しており、 いずれも

柾目板を 用いている。 第 30図は一辺が破損しているため推定値 に な るが、 長軸約47 . lcm、 短軸

44.1cm、 高さ21.1cm を計る。 第29図は長軸46.8cm、 短軸39 . 5 cm、 高さ23.2cm を 計 り、 いずれも

大形のものである。 4面のほぼ中央には 、 長さ約27.7cmの加工した角材が樺皮 を 使 用 して側板

に取り付けられている。 角材は 、 曲物の足に な るもの と 考 え られるが、 4 本の角材の う ち 対面

す る 2 本は上方に方形の穴 を穿ちその中に角 材 を通しており、 把手として用い たと思われる。

蓋板は （ 第27図 1 ) は、 板目板 を 索 材としたもので 、 約3分の 2 程残存しているものである。

径22. 2cm、 厚さ 1 . 5cmで、 下面周縁に幅約 1 . 3cmの切り欠き を施し、 周 縁 を 0. 9cmほどの薄さ

にしている。 切 り 欠 き 部分にと じ 穴が 3ヶ所みられ 、 樺皮が残っている。

曲物底板は 、 円形を呈し、 柾目板を 素材としている。 第26 図 3 は、 径 1 2 . 0cm、 厚さ 0.9cmで

5 ヶ 所に木釘を打ち 込んでいる。 中央に一辺 1 . 0cmほどの孔を穿孔しており 、 内面全体には黒

漆が塗られている。 第26図 4 は 、 推定径15. 9cm、 厚さ 1 . 2cmほどで、 木釘の痕跡が 1 ヶ 所みら

れる。 外面には不定方向の傷がみられ 、 中央部には径 1.2cmほどの孔が穿孔されている。 第27

図 2 は、 約2分の 1 ほど残存しており、 推定径25.7cm、 厚さ 1 . 0cmである。 木 釘 を 打 ち 込 ん だ
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穴が4ヶ所にみられ、 外面には不定方向の傷がみられる。

折敷 （ 第27図 3) は板目板を素材としており 、 約 2 分の 1 ほど残存し、 長円形を呈するもの

で あ る。 長さは 1 . 1 cmを計り 、 下面周縁に幅約 1.5cmの切り 欠きを施し、 周縁を 0.6cmほどの

薄さにしている。 この切り 欠き部分に側板止めのとじ穴がみられ樺皮が残っている。

下駄は 2 点出土しており 、 いずれも連歯下駄である。 第26図 l は、 小判形の台に歯をつ く り

出したもので、 現存長22.3cm、 高さは前歯で約 4. 2cm、 後歯で約 2.7cmを測り 、 後歯が極端に

すり 滅っている。 横緒孔は後歯に接し、 歯は下方に開 く 。 第26図 2 は半欠品で長さ約26.5cmで

あ る。 前緒孔の左前方部に足づり 痕が明瞭に残っていることから右足用と推定される。

もじり編み用の木製錘 （第23図 6 ) は短い棒状の中 央を削つて細くし、 両端を面取り してい

る鼓形を呈する。 大きさは長さ 4.5cm、 最大径 5.3cm 、 中 央のくぴれ部で径 3.0cmであ る。

柄の把手は 2 点出土しているが、 図示したものは 1 点 だ けで あ る。 第28図 2 はほぼ完形で、

長さ23.3cm、 径 4. 2cmで あ る。 芯特材を使用しており 、 全体を削り 整形している。 両端部も面

取り が施されている。 中央部に長辺 3.5cm、 短辺 1 .5cmの孔を穿孔している。

弓 （第 2 8図 1 ) は、 S D O 7 溝の第 2 層より 1 点出土している。 丸木の直弓で完形で あ る。

長さ 122.6cm 、 径 1 . 5 - 2.0cmを測り 、 全面に面取り を施 し ているが、 摩滅に よ り 不明瞭 な 部

分もある。 両端部には 2 方向 よ り 削り を施し、 長さ約 2.0cmの扁平な 弾を作り 出している。

この他にも多数の木 製品が出土しているが、 この中でも第28図4 の よ うに長さ1 9 . 0cm、 幅 1 . 8

cm 、 厚さ 0 . 8cmを測る板材に径約 0.3cmの孔を 6 ヶ 所に穿孔した製品 な ど が あ る。

wi
 

ま と め
今回の調査で検出した遠構は、 古代の溝 5 粂 、 農地整理前の旧農道と そ れに伴 う 側溝 2 粂で

あ る。 こ こでは、 古代の遺構の年代について中心に述べることにする。

検出した溝の重複関係は、 S 0 07→ S D06→ S D 05→ S 004→ S D03と な る。 S 003 · 04溝

は、 第 3層下面の第 1 次検出面で検出した。 S 005 · 06 · 07溝は、 第4層下面の第 2 次検出面

において検出した。

S D05 · 06 · 07溝の堆積土から出土した土器類についてみると、 土師器杯は、 ロ ク ロ 使用の

もので表杉 ノ 入式の範滋に入り 平安時代全般に使用されたものであ る。 須恵器杯は、 分類した

すべての種類が各溝よ り 出土し、 赤焼き土器も各溝から出土している。 S D 07溝は、 1 0世紀前

半頃に降灰したと 考 え られている灰 臼色火山灰が比較的浅い第 2 層に自然堆積してい る こと よ

り 、 灰 白 色火山灰が降灰した時期には、 すでに この S D07溝は機能してい な か っ たものと考え

られる。 さらに、 赤焼き土器が灰白色火山灰の上層で数点みられるだけで あ る。 このことから、
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表 1 墨書土器一覧表

遠 構 屈 位 墨 杏 器 種 ・ 器 形 暴杏の位謹 図 版 番 号 備 考
S D  O L } - 3  墨 眼 須 恵 器 高台杯 高台部外面
S D 0 3  £ - 1  「万」 土 師 器 杯 1本 部 第12図13 正位
S D 0 4  i - l  「 ヽヽ」 赤焼土器 杯 体 部

Jl - 2  「 J 土 師 器 杯 f本 部
S D 0 5  R - 1  「万」 万 土 師 溢 杯 底 部 第 9 図 4

i - 1  「 J 土 師 器 杯 底 部
i - 1  「- 」 土 師 器 杯 体 部 第 9 図 6
f - 1  「今」 金 土 師 器 杯 底 部 第 9 図 2

} 1 個体
「午」 f本 部
「t 」 体 部

「釣里』 鯉 力 f本 部 倒位
£ - ]  「 」 須 恵 沿 杯 f本 部
f - 1 「J 」 田 カ 須 恵 沿 杯 f本 部 第15図11
f - 1 りiしJ? 須 恵 沿 杯 ｛本 部 第15図 4
D - 1  r秤」 神 力 土 師 器 杯 ｛本 部
£ - 1 「-t J

「+」 土 師 器 杯 ｛本 部 第11図 1 2 ヶ 所 に あ り
£ - }  「5」 万 カ 須 恵 紐 杯 f本 部 第16図 l
£ - 1 「プ 」 ？ 土 師 沿 杯 f本 部
g — l 「 」 赤焼土器 杯 体 部
.i - 1  「..L」 ? 土 師 器 杯 1本 部 第12図10
g_ - 1 「モ.! ? 土 師 器 杯 f本 部
g ー· l 「 J 土 師 器 杯 体 部
.U - 2  「 J 須 恵 器 杯 f本 部
.U - 2  「山J 土 師 器 杯 底 部 第 9 図 7
fl ー 2 r木」 上 師 器 杯 i本 部 第12図 4 倒位
.i - 2  r4J 土 師 器 甕 f本 部 戯画jJ

S D 0 6  R - 2  「屯 寺 須 恵 沿 杯 底 部 第15図 3 「+;のヘ ラ 杏 き あ り
f - 2  r凡，l 瓦力 須 恵 器 杯 底 部 第16図4

S D 0 7  £ - 1 「 J 土 師 器 杯 ｛本 部
D - 1 「 」 萬 カ 土 師 器 杯 ｛本 部
g — 1 「今」 須 恵 器 杯 体 部 第15図 9 正1が奏」 ． 「養」 ？
』 - 1 「

」 土 師 器 杯 体 部
R - 2  「家」 土 師 器 杯 1本 部 第12図 6
f - 2  「

J 土 師 器 杯 体 部
S D 0 7  D - 2  応PJ カ 須 恵 器 杯 庇 部 第16図 6

i - 2  勺、 J 土 師 器 杯 1本 部 第12図11
D - 2  「示J カ 土 師 器 杯 1本 部 倒位カ
g ー 2 「郡進」 須 思 器 甕 体 部 第20図 1
.i - 2  r :J J 土 師 器 杯 体 部 第10図 4

} 1 個体「 | 」 f本 部
「 ヽ J 体 部

f - 2  「.,J, J 土 師 器 杯 ｛本 部 第11図 2
} 1 個体ru.L, ·. .  J 体 部

P - 2  r 
J 土 師 器 杯 体 部

R - 2  rゑJ 思 須 恵 器 杯 1本 部 第15図 5 横位
Q - 2  「 | 」 土 師 器 杯 1本 部
P - 2  「 ll 」 田 須 恵 器 杯 体 部
.Q - 2  「大」 須 恵 沿 杯 1本 部 第15図 7 正位
f - 2  「9い？ 土 師 器 杯 体 部 第11図 7 正位カ
f - 2  r入」 入 須 恵 器 杯 底 部
D - 3  「足J 須 恵 器 杯 底 部 第15図 1 r岡」

.0 - 3  漣J 須 恵 器 杯 ｛本 部 第15図2
.i - 3  r 1 1 1  J ?  土 師 器 甕 1本 部
i - 3  rふJ 須 思 器 杯 1本 部 戯画力
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S D 07溝は、 灰白色火山灰が降下する以前の 9 世紀に機能していたものと考えられる。 S 005 

溝やS 006溝は、 S D07溝を切って構築していることや、 S 005 溝の堆積土中に灰 白色火山灰

がプロ ッ ク状に含まれて いることより、 S D05 溝は、 灰白色火山灰が降下した後に 構築 さ れた

ものである。 S D06溝は、 S D07溝の切 り合い関係より、 S D 07と05 の間に位置づけ られ、 S

D 06溝廃絶後に S D05 溝が 構築されている。

第 1 次検出面で検出した S D03 · 04溝は、 第 4 層より掘り込んで 構築されている ことや S D

05 · 06 · 07溝を切って いる ことより、 S D03 · 04溝は、 S 005 · 06 · 07溝廃絶後に 構築 さ れた

ものである。 一方、 出土遺物を検討すると、 S D OS · 06 · 07溝より出土したロクロ 使用の土師

器、 須恵器、 赤焼き土器など平安時代に使用されたものが、 S D03 · 04溝からも ロ ク ロ 使用の

土師器、 須恵器、 赤焼き土器が出土しているが、 中世以降の追物などは皆無であることより、

S D03 · 04溝についても古代の遺構として把えられ、 平安時代末期頃に機能していたものと考

えられる。

次 に古代の溝と多賀城の中軸線との関係についてみると、 第 2 次検出面で検出した S D05 · 

06 · 07溝は、 多賀城跡中軸線にほぼ平行に走るか、 もし く は直交し構築されて いる。 これに対

し、 第 1 次検出面で検出した S D03 · 04溝は、 方向性にばらつきがみられる。 このことより、

第 2 次検出面で検出した 3 粂の溝は、 多賀城の規格に基づいて 構築さ れた可能性があるが、 第

1 次検出面で検出した 2 粂の溝は、 多質城跡の規格がある程 度緩和 さ れたか、 もしくは、 規格

の機能が失われた時期 に 構築 さ れたものと思われる。

出土遺物は土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 瓦などの他 に 約 15 0点もの木製品があ

る。 この他に鉄製品や砥石がある。 出土した遠物の傾向をみると、 土器類では須恵器の出土筵

が多く、 器種では杯が多い。 木 製品は、 各溝より出土しているが、 特 に S 005 溝からの出土が

多い。 木簡や斎串 、 祭祀用具などの発見は注 目 さ れる。 さ ら に祭祀用具を出土した S D 06溝や

S D 07溝からは、 馬の骨や馬歯が出土しており、 水と馬との祭祀的関係を示す可能性がある。

今回の調査では、 溝 だ け が検出され、 竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの住居施設の遺 構は検

出されな か っ た。 このことは、 この地域の遺構検出面が海抜 2.2m程の比較的低い低湿地帯で

あるため、 この地域は居住するのに適して いなかったものと思われるが、 多最の土器や盤 、 椀 、

曲物 、 折敷、 下駄などの生活用具の出土は、 近接する場所に生活居住地域が存在したことが想

定される。

75 



76 

〈引用 ・ 参考文献〉

岡田茂弘 ・ 桑原滋郎 「多賀城周辺に お け る 古代杯形土器の変遷」 『研究紀要J I 宮城県多賀城跡調査研究所

(1974) 

黒崎 直 「斎串考」 『古代研究』 10 (J.976) 

桑原滋郎 「多賀城に お け る 器物製作を示す二、三の資料」 r研究紀要』 V 宮城県多賀城跡調査研究所 (1978)

古泉 弘 「江戸の出土下駄」 『物質文化』 32 物質文化研究会 (1979)

白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 r研究紀要』 浦 宮城県多賀城跡調査研究所 (1980)

浜松市教育委員会 「伊場遠跡、 遺物編 I 」 伊場遺跡発掘調査報告密第 3冊 (1978)

福島県教育委員会 「御山千軒遺跡」 r東北新幹線関連遺跡発掘調査報告Vl』 福島県文化財調査報告書第109梨

(1983) 

水野正好 「祭礼と俄礼」 r古代史発掘10 都 と む ら の暮ら し』 請談社 (1974)

宮城県教育委員会 「市川橋、 山王遺跡」 r宮城県文化財発掘調査略報 （昭和53年度分）』 宮城県文化財調査報

告書 告書第57集 (1979)

宮城県教育委員会 「上新田遠跡」 宮城県文化財調査報告書第78集 (1981)

宮城県教育委貝会 「多賀城市高崎水入遠跡発掘調査報告書」 宮城県文化財調査報告書第84集 (1982)

宮城県多賀城跡鯛査研究所 「第22次発掘調査」 『多賀城跡調査研究所年報』 1973 (1974) 

宮城県多賀城跡調査研究所 「第34 · 35次発掘調査」 r多賀城跡調査研究所年報』 1979 (1980) 

宮城県多賀城跡調査研究所 「第37次発掘調査」 r多賀城跡調査研究所年報』 1980 (1981) 

宮城県多買城跡調査研究所 「第38次発掘調査」 r多賀城跡調査研究所年報J 1981 (1982) 

渡辺 誠 「 も じ り 編み用木製錘の考古資料について」 r考古学雑誌』 第66巻第 4 号 (1981)



図版 1
調査地区遠景

（南側 よ り ）

図版2
旧農道・ S D 0 1 · 0 2溝

(�t恨IJよ り ） 三

図版3
S D 0 3 • 0 4溝

（東側 よ り ）
�L��:..-― 



図版4
S D 0 3 · 0 4 · 0 7溝

(:lt1則 よ り ）

図版5
S D 0 7溝

（西側 よ り ）

図版6
S D 0 6溝

（南側 よ り ）



—�w ---• こ -�� （（心/I臥単）
蕃苓刃術藁謂

6 蜀区l

（（心fl徘単）
/I廂亜刃術茎訂

BJ#図

（紀s o a  s )  
15f� 干用拗邸

L到図



1 . 第 9 図 1 8 .  第10枢16
2 .  "' 2 9 .  ,, 2 
3 .  ,., 3 10. ，， 5 
4 .  (, 7 1 1 .  第 9 図 5
5 .  第11図 1 12 . 第10図 l
6 .  " 2 13. 第 9 図 8
7 .  第10図4

図版10 出土遺物

80 



4
 

， 

1 . 第11図3 9 .  第12図3

2 .  <, 5 IO. ,, 6 

3 .  々 6 11. <- 12 

4 . ,, 8 12. .. 5 

5 .  & ， 13. ’’ 7 

6 .  ,, 10 14. ,, 8 

7 .  第12図1 15. ，， ， 
8 .  ‘’ 2 16. <- 16 
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